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景
気
が
後
退
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
生
活
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
経
済
に
役
立
て
る
定
額
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

◆
給
付
対
象
者
◆

平
成

年
２
月
１
日
の
時
点
で
、
次
の
要

21

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
人
が
給

付
を
受
け
る
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
）

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（
不
法
滞
在
者
や
短
期
滞
在
の
在
留
資
格

で
在
留
す
る
人
を
除
く
）

◆
受
給
権
者
◆

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

は
、
そ
の
人
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

②
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、
給
付
対
象
者
の
要
件
に
該
当
す
る
人

に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
自
身

◆
給
付
額
◆

煙
一
人
あ
た
り

１
２
，
０
０
０
円

煙
た
だ
し
、
平
成

年
２
月
１
日
の
時
点

21

で
、

歳
以
上
の
人
お
よ
び

歳
以
下
の

65

18

人
は
、
２
０
，
０
０
０
円

◆
申
請
方
法
◆

★
「
受
給
権
者
」
が
、
申
請
手
続
き
を
す
る

人
に
な
り
ま
す
。

★
必
要
書
類

定
額
給
付
金
の
申
請
に
は
、
次
の
①
～
③

の
書
類
が
必
要
で
す
。

◎
申
請
書
は
市
役
所
か
ら
届
き
ま
す
。

３
月
中
旬
を
目
安
に
、
給
付
対
象
者
の
世

帯
あ
て
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

◎
本
人
確
認
書
類
は
次
の
よ
う
な
物
で
す
。

運
転
免
許
証
煙
パ
ス
ポ
ー
ト
煙
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
煙
各
種
健
康
保
険
・
医
療
制

度
の
被
保
険
者
証
煙
各
種
年
金
手
帳
煙
外

国
人
登
録
（
済
）
証
明
書

平
成

年
度
緊
急
措
置
と
し
て
、
国
か
ら

20

子
育
て
応
援
特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
児
童

次
の
要
件
に
す
べ
て
に
該
当
す
る
児
童

《
世
帯
》
平
成

年
２
月
１
日
現
在
、
３
歳

21

以
上

歳
以
下
の
子
（
平
成
２
年
４
月
２

18

日
～
平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
）

17

が
２
人
以
上
い
る
世
帯

《
児
童
》
平
成

年
４
月
２
日
～
平
成

年

14

17

４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
２
子
以
降
の
子

▼
受
給
権
者
（
申
請
者
）

平
成

年
２
月
１
日
現
在
、
支
給
対
象
児

21

童
と
同
居
し
て
い
る
世
帯
主

▼
支
給
額

対
象
児
童
一
人
あ
た
り
３
６
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

定
額
給
付
金
の
申
請
方
法
と
同
じ
で
す
。

※
定
額
給
付
金
と
は
担
当
部
署
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
②
③
に
つ
い
て
は
定
額
給
付
金

の
申
請
用
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
も
別
に

ご
用
意
願
い
ま
す
。

◎
１
人
あ
た
り

１
２
，０
０
０
円

◎
平
成

年
２
月
１
日
の
時
点
で

歳
以
上

21

65

ま
た
は

歳
以
下
の
人

２
０
，０
０
０
円

18

問い合わせ先
社会福祉課
定額給付金係
（大間々庁舎）
緯(76)9214

原
則
、郵
送
申
請
で
お
願
い
し
ま
す

①
申
請
書

②
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

※
通
帳
の
表
紙
を
１
枚
め
く
っ
た

ペ
ー
ジ

③
本
人
確
認
書
類
の
写
し

子
育
て
応
援
特
別
手
当
を

支
給
し
ま
す

《
必
要
書
類
》

①
申
請
書
（
３
月
中
旬
に
支
給
対
象
児

童
の
い
る
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま

す
。
支
給
対
象
児
童
が
い
な
い
場
合

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

②
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
（
通
帳
の

表
紙
を
１
枚
め
く
っ
た
ペ
ー
ジ
）

③
本
人
確
認
書
類
の
写
し

市民の皆さんへ

のののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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餌

影

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

原
則
と
し
て
、
申
請
は
こ
の
①
～
③
の
書

類
を
市
役
所
あ
て
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
お
持
ち
に
な

り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
「
本
人
確
認
書
類
の
写

し
」
「
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し
」
を
事

前
に
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
申
請
…
市
役
所
か
ら
申
請
書
が
届

き
次
第
、
申
請
手
続
き
が
で
き
、
窓
口
申

請
と
比
べ
て
待
ち
時
間
も
気
に
し
な
い
で

済
む
の
で
お
勧
め
で
す
。

②
窓
口
申
請
…
ど
う
し
て
も
、
郵
送
で
の

申
請
が
困
難
な
人
は
、
各
地
区
に
会
場
を

設
け
て
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
に
つ
い
て
◆

定
額
給
付
金
の
給
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
口
座
振
込
と
な
り
ま
す
。

○
郵
送
受
付
申
請
分
よ
り
優
先
的
に
事
務
処

理
を
行
い
ま
す
。

○
振
り
込
み
の
日
程
は
広
報
４
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
今
後
、
国
の
動
向
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

東町大間々町笠懸町地区

市役所東庁舎
１階待合ロビー

市役所大間々庁舎
地下第５会議室

笠懸公民館
ふるさとギャラリー

会場

いずれの会場も 午前９時～午後５時時間

荻原・花輪・小夜戸地区
大間々地区

阿左美地区３／25(水)

期
日
・
対
象
者

小中・神戸・座間地区３／26(木)

草木・沢入地区
25・26日に申請がお済みでない人鹿地区３／27(金)

桐原・高津戸地区３／28(土)

塩原・浅原・小平・長尾根・上神梅・
下神梅・塩沢地区
25～28日に申請がお済みでない人

久宮・西鹿田地区
25～28日に申請がお済みでな
い人

３／29(日)

《
あ
て
先
》

衣
３
７
６
倆
０
１
９
２

み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
１
５
１
１

み
ど
り
市
社
会
福
祉
課

定
額
給
付
金
係

あ
て

◆窓口申請の受付日程◆

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
９
５

(76)

【生活支援】・【経済活性化】のため

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付定額給付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

定額給付金に関して、国県や市町村など

からＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願

いすることは、絶対ありません。給付金を

装った「振り込め詐欺」にご注意ください。

「振り込め詐欺」にご注意ください外

笠懸・大間々・東の各商工会で、プレミ

アム付商品券を発行する予定です。詳しい

内容が決まりましたら広報紙などでお知ら

せします。

プレミアム商品券について

茨
郵
送
申
請

《
あ
て
先
》
衣
３
７
９
倆
２
３
９
５

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
９
５
２

み
ど
り
市
こ
ど
も
課

（
子
育
て
応
援
特
別
手
当
）
あ
て

芋
窓
口
申
請

日
時
・
会
場
は
定
額
給
付
金

の
窓
口
申
請
会
場
と
同
じ
で
す
。

申
請
は
、
原
則
と
し
て
定
額
給
付
金

同
様
、
郵
送
申
請
と
な
り
ま
す
。

▼
給
付
に
つ
い
て

定
額
給
付
金
の
給
付
方

法
と
同
じ
で
、
原
則
と
し
て
口
座
振
込
と

な
り
ま
す
。
口
座
を
お
持
ち
で
な
い
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「みどり市環境基本計画」は、現在の緑豊かな住み心

地よい快適な環境を保全し、将来の子どもたちに継承し

ていくため、市民や事業者の皆さん、そして行政（市）

がそれぞれの立場でやるべきことを定めるものです。

この計画を策定するため、市民懇談会を開催し、環境

に関するご意見をお聴きし、今後の計画づくりに生かし

ていきます。どなたでも参加でき、事前の申し込みも不

要です。ぜひご参加ください。

●● 環境に関する市民懇談会を開催します ●●

住みよい環境づくりにご協力ください

市では、環境への取り組みとして「環境基本計画」の策定と

「環境基本条例」の制定を進めています。条例制定と計画策定

を進めるにあたり、市民の皆さんに意見などをいただきたいと

思いますのでご協力よろしくお願いします。

●● みどり市環境基本条例(素案)へのご意見を募集します ●●

～「良いところ、残したいところ」「悪いところ、改善したいところ」など、

皆さんが考える地域環境についてのご意見をお聞かせください～

備考時間会場開催日区分

会場は、中学校区単位で用意していま

す。

都合により対象地域の会場へ参加で

きない場合は、ほかの会場でご参加く

ださい。

午後７時～

（２時間程度）

笠懸公民館２階視聴覚室４月21日(火)第１回

笠懸庁舎 ２階 第２会議室４月24日(金)第２回

大間々第13区集会所５月13日(水)第３回

大間々庁舎 ３階 大会議室５月15日(金)第４回

東公民館 ２階 講義室５月22日(金)第５回

◆開催日・会場

「みどり市環境基本条例」は、良好な環境の保全と創

造を推進し、地域における環境問題を総合的に解決する

ための指針として制定するものです。

この条例（素案）に対するパブリックコメントを実施

しますので、皆さんのご意見をお寄せください。

なお、提出されたご意見および意見に対する結果は、

市ホームページなどで公表します。

▼件名 みどり市環境基本条例（素案）について

▼意見を提出できる人

①市内に在住・在勤・在学する人

②市内に事務所などを有する個人・法人そのほかの団体

▼募集期間 ３月16日俄～４月15日我（必着）

▼提出方法 意見提出用紙に「記入要件」と「意見・提

言」の内容を記入し、次のいずれかの方法で提出して

ください（意見提出用紙の様式は問いません）。

①郵送 衣376崖2395 みどり市笠懸町鹿2952

みどり市広域調整室 あて

②ファクス (76)2449

③Ｅメール kouiki@city.midori.gunma.jp

④持参 煙市役所笠懸庁舎広域調整室

煙大間々・東・水道庁舎の各総務課

▼記入要件 住所、氏名（事業所名・団体名）、年齢、

電話番号

※記入要件の住所、氏名が明記されていない場合は、受

理することができません。

※意見を提出された人の住所、氏名などの個人情報など

は一切公表しません。

期間 ３月16日俄～４月15日我

（ただし、土・日曜日、祝日を除く）

時間 午前８時30分～午後５時15分

場所 煙市役所笠懸庁舎広域調整室

煙大間々・東・水道庁舎の各総務課

※市ホームページでも閲覧できます。

http:/www.city.midori.gunma.jp/

条例（素案）の閲覧・配布について

《市民懇談会》《パブリックコメント》

【問い合わせ先】広域調整室（笠懸庁舎）緯(76)0959
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みどり市は、皆さんが誇りを持てる市政に努めておりま

すが、より良いみどり市をつくるためには、市と皆さんと

の協力（協働）が欠かせません。

そこで、平成21年度のスタートにあたり、市民の皆さん

に施政方針を説明するとともに、みどり市について話し合

いたいと思います。ぜひご参加ください。

会 場時 間期 日

笠懸庁舎２階第２会議室午後７時～９時３月25日我

笠懸公民館１階交流ホール午後７時～９時３月26日牙

大間々保健センター１階午後７時～９時３月27日画

大間々第13区集会所午後２時～４時
３月28日臥

東公民館３階ホール午後７時30分～９時30分

平成21年度の市政運営について

新年度の予算内容など平成21年度

の市政運営に関して市長が直接説明

します。ぜひ会場においでいただい

き、ご意見・ご質問など、皆さんの

声をお聞かせください。

■テーマ

●問い合わせ先 秘書課広報広聴係（笠懸庁舎）緯(76)0957●

気平成21年度予算
気主な施策

気マニフェストの実行状況

■開催日程

ご都合の良い会場にお出かけください。

タウンミーティングを開催しまタウンミーティングを開催しますす
～皆さんの声をお聞かせください～皆さんの声をお聞かせください～～

開催期間 ３月27日(金)～４月５日(日) 岩宿の里会場

毎年恒例のカタクリさくらまつりを開催します。詳しい内容は回覧チラシをご覧ください。

▼見どころ

《カタクリ》笠懸町の稲荷山北斜面に自生するカタクリの群生地は、関東でも有数の規模を誇ります。

《イベント》土日を中心に各種展示や和太鼓演奏のほか、岩宿博物館で催す古代の暮らしが体験できる「岩宿ムラまつ

り」など、さまざまなイベントが行われます。

《買い物》焼きそば、焼きまんじゅうなどのほか、地元特産物や花き鉢物などの販売も行います。

（動物高度緊急医療センターなど）

猿問い合わせ先 観光政策課観光係（大間々庁舎）緯(76)1270

桜のライトアップ
カタクリさくらまつりの会場に隣接する鹿の川沼をはじめ、大間々町のながめ公園や東町の草木ダム下などで、桜の夜

間ライトアップを行います。また、ながめ公園ではバーベキューなども楽しめます《要予約：小平の里緯(73)2006》。

※ながめ公園バーベキュー実施日／時間（予定）…３月27日(金)～29日(日)、４月３日(金)～５日(日)／午後４時～８時30分

第14回みどり市岩宿の第14回みどり市 岩宿の里里



2009年（平成21年） 3月号 (6)

市では、次の地区で公共下水道の供用を開始します。

該当地区では下水道が利用できるようになりますので、

接続をお願いします。不明な点や詳細はお問い合わせく

ださい。

▼供用開始日 ４月２日牙

▼供用開始地区・面積

煙笠懸町阿左美の一部（16ｈa）

煙大間々町大間々の一部（15.5ｈa）

岩宿駅

大間々グラウンド

供用開始区域（ は、供用開始済区域 ）

笠懸笠懸町町 大間々大間々町町

笠懸町阿左美・大間々町大間々地区内で、新たに

公共下水道の供用を開始します
問い合わせ先 都市計画課下水道係（大間々庁舎）緯(76)1903

国
の
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
、
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
条
件
や
入
居
後
の
家

賃
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

●
主
な
改
正
点
と
概
要

１

収
入
基
準
の
見
直
し

「
収
入
基
準
」
は
、
入
居
申
込
可
能
な
収
入
の
上
限
を

指
し
、
収
入
基
準
額
は
次
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

一
般
申
込
者

月
収
１
５
８
，
０
０
０
円

(
)

裁
量
階
層
対
象
者

※

月
収
２
１
４
，
０
０
０
円

高
額
所
得
者

月
収
３
１
３
，
０
０
０
円

※
「
裁
量
階
層
対
象
者
」
…
法
令
で
収
入
基
準
が
緩
和

さ
れ
た
、
一
定
の
障
害
者
、
高
齢
者
、
小
学
校
就
学

前
の
子
の
い
る
世
帯
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

２

家
賃
制
度
の
見
直
し

茨
家
賃
基
礎
額
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

市
営
住
宅
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

2009年（平成21年） 3月号 （6）

基準家賃収入月額

34,400円0円～104,000円

39,700円104,001円～123,000円

45,400円123,001円～139,000円

51,200円139,001円～158,000円

58,500円158,001円～186,000円

67,500円186,001円～214,000円

79,000円214,001円～259,000円

91,100円259,001円以上

家賃基準額表
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刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾

乾
乾
乾問い合わせ先 市民課医療助成係（笠懸庁舎）緯(76)0972

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

～「納付方法の変更届」と「口座振替の申し込み」～

保険料の納付方法を年金天引き（特別徴収）から口座

振替（普通徴収）に変更する場合、納付方法の変更届と

口座振替の申し込みが必要です。

興保険料の納付方法を変更できる人

保険料の納付方法を変更できる人は、口座振替による

納付が確実に見込まれる人です。

ただし、口座振替で未納になった場合や口座振替廃止

届けが提出された場合は、年金天引きに戻ります。

興手続方法

現在、年金天引きされている人やこれから年金天引き

になると思われる人（介護保険料が年金天引きされてい

る人）が口座振替を希望する場合は、担当窓口でお手続

きをしてください。

▼手続きに持参するもの 保険証・通帳・通帳届出印

《注意》口座振替の申し込みだけでは変更できません

すでに口座振替を申し込んでいても、年金天引きにな

る場合があります。納付方法を変更する場合には、「納

付方法の変更届」も提出してください。

平成21年度から、後期高齢者医療保険被保険者に対す

る人間ドック検診費用の一部を助成します。

受付期間・助成費用額などについては、後日、広報紙

でお知らせします。

※個別健診と人間ドック検診の両方は受診できません。

不明な点は次の窓口へお問い合わせください。

▼担当窓口

煙市民課医療助成係（笠懸庁舎）１階

煙大間々民生課市民係（大間々庁舎）１階

煙東民生課市民係（東庁舎）１階

特集⑫ 「保険料納付方法の変更届について」と

「人間ドッグ検診費助成事業について」

【保険料納付方法の変更届について】

皆さんが医療機関で受診した際の医療費は、保険

料などでまかなわれています。そのため平成20年度

の後期高齢者医療保険料で未納がある人は、平成21

年８月からご利用になる保険証の有効期間が通常よ

りも短くなる場合があります。納付忘れがないかご

確認ください。

保険料と保険証について

～保険料の納付忘れにご注意ください～

【人間ドッグ検診費助成事業について】

芋
規
模
係
数
の
見
直
し

「
規
模
係
数
」
は
、
市
営
住
宅
の
家
賃
算
定
に
用
い
る

数
値
の
１
つ
で
、
次
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

床
面
積
の
合
計
／

㎡
（
改
正
前

㎡
）

60

70

●
経
過
措
置（
激
変
緩
和
措
置
）

現
在
入
居
中
の
人
で
、
今
回
の
制
度
改

正
に
よ
り
家
賃
が
改
正
前
の
平
成

年
度

20

よ
り
も
増
額
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に

は
、
旧
家
賃
額
に
、
増
額
分
に
調
整
率
を

乗
じ
た
額
の
み
を
加
算
す
る
、
５
年
間
の

激
変
緩
和
措
置
を
適
用
し
ま
す
。

◎
調
整
率
は
年
度
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

◎
「
収
入
未
申
告
者
」
や
「
平
成

年
度
に
高
額
所
得
者

20

で
近
傍
同
種
家
賃
（
最
高
額
家
賃
）
が
適
用
さ
れ
て
い

る
人
」
に
は
、
激
変
緩
和
措
置
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
間
に
、
高
額
所
得
者

21

24

と
な
る
年
度
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近
傍
同
種
家
賃
と
な

り
ま
す
。

◎
市
営
住
宅
の
家
賃
は
、
「
収
入
超
過
者
」
に
認
定
さ
れ

た
人
に
は
割
増
率
に
よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
。

既
存
の
入
居
者
の
う
ち
収
入
超
過
者
の
認
定
は
、
平
成

年
度
ま
で
、
平
成

年
度
ま
で
の
基
準
額
（

万

25

20

20

円
）
が
適
用
さ
れ
、
割
増
率
も
現
在
の
制
度
を
適
用
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
係
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
０
４

(76)

激変緩和措置による家賃の算定式

家賃＝旧家賃＋（新家賃－旧家賃）×（調整率）

※旧家賃は平成20年３月の家賃が基準です。

年
度

平
成

年
度

21

平
成

年
度

22

平
成

年
度

23

平
成

年
度

24

平
成

年
度

25

調
整
率

１
／
５

２
／
５

３
／
５

４
／
５

５
／
５
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2009年（平成21年） 3月号 (8)

みどり市民体育館「桐生大学グリーンアリーナ」では、サブアリーナを会場に市民の健康増進を目的としてスタジオ

（フロア）プログラムをスタートします。指導員は、各種スタジオ（フロア）事業に必要な専門知識を持った人が行う

ので、楽しく安全にエクササイズができます。

葛コースメニューの参加希望者は…

郵便往復はがきでコースごとに申し込みください。申し込みは１コース１人１通に限りま

す。往信用の裏面に①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥希望エクササイズ名を、返

信用の表面に①郵便番号②住所③氏名をそれぞれ明記して申し込みください。

《あて先》衣379-2311 みどり市笠懸町阿左美1714-2 みどり市民体育館「スポーツ振興係」

《締切》３月31日峨必着

※返信用裏面には抽選結果を印刷しますので白紙のままお送りください。

※定員を超えた場合は、みどり市民優先の抽選により参加者の決定を行います。

※郵便往復はがき以外での応募や記入漏れ、重複応募分、締切後の到着などについては無効とします。

※応募の際の情報は、抽選結果のご連絡のほか、体育館行事などのご案内に使用させていただくことがあります。

葛オープンメニューの参加希望者は…

参加１週間前から開催日当日までの間に、希望するエクササイズを体育館２階トレーニング室にある参加予約簿に記

入してください。先着順ですので定員になり次第、受付を終了します。

捌コースメニュー 【継続することを目的に３カ月・10回を１クール 参加料１コース…2,000円】

30人午後８時～９時

４月14日～６月23日の

毎週火曜日

※5月5日を除く計10回

エアロビクスの基礎的な動作をマスターした人

で、ジャンプ動作や走る動作を入れながら思い切

り汗を流したい人に最適です。

中級エアロビクス

50人午後８時～９時

４月15日～６月24日の

毎週水曜日

※5月6日を除く計10回

基本的な動きが中心なので、エアロビクスが初め

ての人、運動不足ぎみの人に最適です。
初めてエアロビクス

30人午後２時～３時

４月16日～６月25日の

毎週木曜日

※5月7日を除く計10回

呼吸をコントロールして心身のバランスを保ち、

疲労回復やストレス解消を行い、柔軟性を高める

ことができます。

ヨガ

30人午前10時～11時

４月11日～６月27日の

毎週土曜日

※5月16日・6月13日を

除く計10回

身体の部位を一つ一つ意識しながら体幹部の筋肉

を刺激し筋肉強化を行い、姿勢や身体バランスを

整えます。

ピラティス

ススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア））））））））））））））））））））））））））））））ププププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググググググググググググググググララララララララララララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムをををををををををををををををををををををををををををををを始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままままままままままままままままままスタジオ（フロア）プログラムを始めますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概４月から

捌オープンメニュー 【いつでも自由に参加できます 参加料１回…200円】

30人午後１時～２時
４月14日～６月30日の

毎週火曜日

ステップの入門クラス。ステップ台を使った昇降

運動をリズムに合わせて行う有酸素運動で大腰筋

強化に最適です。

初めてステップ

30人午後６時～７時
４月14日～６月30日の

毎週火曜日

軽いダンベルを使い身体全体の筋肉を刺激するエ

クササイズです。普段使わない部位に刺激を与

え、緩んだ部位を引き締めて基礎代謝を上げてい

きます。

ダンベル

エクササイズ

50人午前10時～11時
４月17日～６月26日の

毎週金曜日

基本的な動きが中心なので、エアロビクスが初め

ての人、運動不足ぎみの人に最適です。
初めてエアロビクス

30人午後１時～２時
４月18日～６月27日の

毎週土曜日

腹筋・背筋運動をリズムに合わせて楽しく行うエ

クササイズです。ウエストサイズ引き締め効果抜

群です。

ウエスト引締め
エクササイズ

30人午後６時～７時
４月19日～６月28日の

毎週日曜日

たるんだヒップを引き締めて、ズボンの似合う後

ろ姿をつくります。

ヒップアップ
エクササイズ

問い合わせ先 スポーツ振興課緯(76)9847、みどり市民体育館緯(77)1616
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平成20年度共同募金を、10月の赤

い羽根募金から12月の歳末たすけあ

い募金まで、３カ月間にわたり実施

してきました。

期間中に多くの方々の善意をお預

かりしました。お寄せいただいた金

額、募金の使いみちは、次のとおり

報告します。

ご協力いただきました方々に深く

感謝申し上げます。

毅共同募金会みどり市支会
（赤い羽根募金）

毅みどり市社会福祉協議会
（歳末たすけあい募金）

金額（円）内 訳募 金 の 種 類

4,674,800戸別募金15,579世帯

１．赤い羽根募金

共

同

募

金

94,002学校募金10校

39,634職域募金８カ所

5,331その他２件

4,813,767赤い羽根募金合計

3,008,635戸別募金14,616世帯

２．歳末たすけあい募金

68,534学校募金12校

72,065職域募金44カ所

18,430法人募金２件

60,675個人・団体募金３件

214その他

3,228,553歳末たすけあい募金合計

【募金の使いみち】

◎赤い羽根募金

群馬県共同募金会へ送金（県内の福祉施設、社会福祉協議会などの申

請計画に基づいてそれぞれへ配分されます）…4,813,767円

◎歳末たすけあい募金

①独居高齢者世帯おせち料理配食（103世帯）…292,127円

②独居高齢者世帯福祉カレンダー配付（989世帯）…223,397円

③障害児・者歳末行事助成（14カ所）…290,000円

④児童福祉歳末行事助成（22カ所）…945,600円

⑤母子福祉活動促進…93,482円

⑥歳末交流事業（３カ所）…645,364円

⑦次年度地域福祉事業配分…636,248円

⑧歳末募金実施経費…102,335円

共同募金収支報告
～ご協力ありがとうございました～

【お寄せいただいた金額】

◎問い合わせ先

社会福祉課緯(76)0975
みどり市社会福祉協議会緯(76)4111

●
第
２
期
み
ど
り
市
障
害
福
祉
計

画
（
素
案
）

市
が
提
供
す
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
見
込
量
な
ど
に
つ
い

て
定
め
る
計
画
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
（
実
施
期
間
…
平
成

年

月

20

12

日
～
平
成

年
１
月

日
）
。

15

21

16

●
み
ど
り
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
骨

子
案
）

市
と
し
て
今
後
３
年
間
に
取
り

組
む
べ
き
高
齢
者
保
健
福
祉
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
の
計
画
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
（
実
施
期
間
…
平
成
20

年

月

日
～
平
成

年
１
月

12

22

21

21

日
）
。

▼
意
見
提
出
件
数

各
１
件

２
つ
の
計
画
に
つ
い
て
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
す
る
「
市
の
考
え

方
」
は
、
３
月
５
日
牙
か
ら
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
ほ

か
、
市
役
所
の
各
庁
舎
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

30

15

分
▼
閲
覧
場
所

【
笠
懸
庁
舎
】

煙
第
２
期
み
ど
り
市
障
害
福
祉
計

画
（
素
案
）
…
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
（
１
階
）

煙
み
ど
り
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
骨

子
案
）
…

介
護
高
齢
課
介
護

保
険
係
（
１
階
）

【
大
間
々
・
東
・
水
道
庁
舎
】

各
庁
舎
の
総
務
課
（
１
階
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
第
２
期
み
ど
り
市
障
害
福
祉
計

画
（
素
案
）
…
社
会
福
祉
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７

(76)

５
煙
み
ど
り
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
骨

子
案
）
…
介
護
高
齢
課
（
笠
懸

庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

【
第
２
期
み
ど
り
市
障
害
福
祉
計
画（
素
案
）】

【
み
ど
り
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画（
骨
子
案
）】

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
公
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
公
表
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人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,165人

26,224人

26,941人

18,791戸

［1月末日現在］

(+23)

(+15)

(+8)

(+16)

年度末と年度当初の日曜日に窓口を開設し

ます。平日に都合のつかない人は、ご利用く

ださい。詳しくは下の表をご参照ください。

「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
公
拡
法
）
」
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
道

路
、
公
園
、
学
校
な
ど
の
公
共
用
地

を
計
画
的
に
取
得
す
る
た
め
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
土
地
の
所
有
者
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
土
地
に
つ
い
て
、

煙
有
償
譲
渡
す
る
と
き
に
は
、
そ
の

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
長
を
経

由
し
て
知
事
に
届
け
出
る
こ
と

（
届
出
制
度

法
第
４
条
）

煙
県
、
市
町
村
な
ど
に
買
い
取
っ
て

も
ら
い
た
い
と
き
は
、
そ
の
土
地

が
所
在
す
る
市
町
村
長
を
経
由
し

て
知
事
に
申
し
出
る
こ
と

（
申
出
制
度

法
第
５
条
）

の
２
つ
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
事
務
に
つ
い
て
、
４
月
１
日

か
ら
権
限
委
譲
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
「
知
事
あ
て
」
に
提
出
し

て
い
た
も
の
が
「
市
長
あ
て
」
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
０
３

(76)

知
事
か
ら
市
長
あ
て
に
な
り
ま
す

公
拡
法
に
関
す
る
一
部
届
出
な
ど
が

食
を
通
じ
た
国
際
交
流
・
国
際
理

解
の
た
め
の
外
国
人
講
師
に
よ
る
料

理
教
室
で
す
。
今
回
は
市
内
在
住
の

杉
本
ま
ゆ
み
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
ス
ー
プ
、
パ
ッ
タ
イ

（
タ
イ
風
焼
き
そ
ば
）
、
春
雨
サ
ラ

ダ
を
作
り
ま
す
。
国

籍
・
性
別
を
問
わ
ず
、

多
く
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
牙

26

午
前

時
～
午
後
２
時
ご
ろ

10

▼
会
場

笠
懸
公
民
館

調
理
室

▼
対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の

歳
以
上
の
人

18

▼
募
集
人
数

人
（
先
着
順
）

20

※
一
度
の
申
し
込
み
は
２
人
ま
で

▼
参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
前
日
、
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
参

加
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
必
要
な
物

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ

ナ
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ

パ
ー
な
ど

▼
申
込
方
法

３
月
６
日
画
か
ら
直

接
ま
た
は
お
電
話
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
調
整
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

～
今
回
は
タ
イ
料
理
で
す
～

国
際
理
解
・
料
理
教
室

庁
舎

担当課・

問い合わせ先
取扱業務開設日時

笠
懸
庁
舎

市民課

緯(76)0972

各種証明書の

発行

住民異動

印鑑登録

外国人登録

国民健康保険

福祉医療

３月22日(日)

３月29日(日)

４月５日(日)

（各日共通）

午前８時30分～

午後５時15分

こども課

緯(76)0995

児童手当

児童扶養手当

保育園

介護高齢課

緯(76)0974

介護保険

収納対策課

緯(76)0956
納税相談

３月29日(日)

午前８時30分～

午後５時15分

大
間
々
庁
舎

大間々民生課

緯(76)1846

各種証明書の

発行

住民異動

印鑑登録

国民健康保険

福祉医療

児童手当

児童扶養手当

保育園

介護保険

※住基カード発行、住民票広域交付、電子証明書の

交付、後期高齢者、年金の各業務は除きます。

３月・４月の日曜日に

臨時窓口を開設します

1,354万円

168円

100万円

誤

1,354万円

168万円

100万円

正

お
わ
び
と
訂
正

広
報
１
月
号
掲
載
の
「
行
政
改
革

平
成

年
度
取
組
結
果
の
概
要
」

19

の
記
事
中
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

ペ
ー
ジ
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

17基
づ
く
財
政
効
果
」
中
の
、
歳
入

の
部

広
告
料
収
入
の
効
果
額
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大
間
々
祇
園
ま
つ
り

次の方々から寄附がありました。

ありがとうございました。

煙吉野堅市さん…しだれ桜２本、ろう梅３本

煙在日本朝鮮人総聯合会東毛支部…100,000円

煙松島敏夫さん…書籍30冊、資料14点

あたたかい心
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
委
員
に
な
っ
て
も
ら
え
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

３
８
０
年
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る

大
間
々
祇
園
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、

支
え
て
も
ら
え
る
人
な
ら
誰
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
応
募
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
思
い
立
っ
た
ら
お
電
話

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
祇
園

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観

光
政
策
課
）
緯

１
２
７
０

(76)

実
行
委
員
会
の
委
員
募
集

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
お
子
さ
ん
が
医
療
機
関
な
ど

で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
自
己
負
担

す
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

通
院
は
小
学
３
年
生
ま
で
、
入
院

は
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
で
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

恭
小
学
１
年
生
に
な
る

お
子
さ
ん
に
は
…

新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
３
月
下

旬
に
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
医
療
機
関
窓

口
で
保
険
証
と
と
も
に
受
給
資
格
者

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
の
自
己
負
担
が
入
院
・
通
院
と
も

に
無
く
な
り
ま
す
。

※
今
回
お
送
り
す
る
受
給
者
資
格
者

証
の
有
効
期
間
は
平
成

年
７
月

21

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
８

31月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く
受
給
資

格
者
証
は
改
め
て
郵
送
し
ま
す
。

恭
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
に
は
・・・

入
院
し
た
と
き
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
。
入
院
す
る
際
に
、
お
子
さ

ん
の
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

市
役
所
で
申
請
し
、
受
給
資
格
者
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
受
給
資
格
者
証
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
無

く
な
り
ま
す
。

※
通
院
は
対
象
外
で
す
の
で
、
医
療

機
関
窓
口
で
医
療
費
の
３
割
を
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
請
先

煙
市
民
課
医
療
助
成
係
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
市
民
係
（
大
間
々

庁
舎
）

煙
東
民
生
課
市
民
係
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
医
療
助

成
係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
２

(76)

４
月
か
ら
小
学
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
へ
福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証
が
送
付
さ
れ
ま
す

福
祉
医
療
制
度
の
ご
案
内

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
農
用
地
区

域
の
農
地
を
、
住
宅
や
店
舗
、
露
天

駐
車
場
な
ど
に
使
用
す
る
と
き
は
、

ま
ず
農
用
地
区
域
か
ら
「
除
外
」
す

る
手
続
き
を
し
、
次
に
農
地
法
に
基

づ
く
転
用
許
可
や
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
許
可
な
ど
が
必
要
で
す
。

市
内
の
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
希
望
す
る
農
地
の
所
有
者
や
、
農

用
地
区
域
内
へ
の
編
入
を
希
望
す
る

土
地
の
所
有
者
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
地
域
の
農
業
の
振
興
を
図

る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
い
っ
そ
う
厳

格
な
認
可
基
準
で
の
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。

恭
農
振
除
外

農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
住
宅

な
ど
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る

場
合
、
農
地
転
用
の
前
に
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
農
振
除
外
が
で
き
る
農
地

は
、
ほ
か
に
代
替
で
き
る
適
当
な
土

地
が
な
い
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

恭
農
振
編
入

す
で
に
除
外
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ

て
、
農
地
転
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地

は
、
農
用
地
区
域
に
編
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
手
続

該
当
す
る
人
は
、
変

更
申
請
書
に
土
地
登
記
事
項
証
明

書
、
公
図
の
写
し
、
案
内
図
（
住

宅
地
図
な
ど
の
写
し
）
な
ど
の
必

要
書
類
を
用
意
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
書
配
付
場
所

農
林
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。
様
式
は
昨
年
と
若
干
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

４
月
１
日
我
～

日
30

牙
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

※
期
限
後
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

１
９
３
７

(76)

農
用
地
利
用
計
画（
農
振
除
外
・
編
入
）の
変
更
申
請
に
つ
い
て
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市
で
は
、
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
人
へ
の
情
報
を
伝
え
る
支
援
の

た
め
の
機
器
を
設
置
し
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

恭
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
読
み
上
げ
装
置

Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド

（
音
声
コ
ー
ド
）

が
印
刷
さ
れ
た

文
書
を
機
器
の

下
部
に
差
し
込

み
、
上
部
の
ボ
タ
ン

を
押
す
こ
と
で
文
書

を
読
み
上
げ
ま
す
。

▼
設
置
場
所

笠
懸
庁
舎
社
会
福
祉

課
、
大
間
々
庁
舎
大
間
々
民
生

課
、
東
庁
舎
東
民
生
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
（
笠
懸
）
お
よ
び

大
間
々
支
所
の
各
窓
口

恭
音
声
読
書
器

活
字
文
書
を
機
器
上
部
の
読
み
取

り
面
に
載
せ
、

読
み
取
り
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と

に
よ
り
文
書
を

読

み

上

げ

ま

す
。

◎
機
器
の
性
能

上
、
表
や
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
文

書
、
手
書
き
文
書
な
ど
、
読
み
上

げ
が
う
ま
く
で
き
な
い
文
書
が
あ

り
ま
す
。

▼
設
置
場
所

笠
懸
図
書
館
、
厚
生
会
館

恭
簡
易
筆
談
器

▼
設
置
場
所

笠
懸
庁
舎
社
会
福
祉

課
、
大
間
々
庁
舎
大
間
々
民
生

課
、
東
庁
舎
東
民
生
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
本
所
（
笠
懸
）
お
よ
び

大
間
々
支
所
の
各
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

読
み
上
げ
を
行
う
情
報
支
援
機
器
を
設
置
し
ま
し
た

～
視
覚
や
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
へ
～

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
重
度
障
害

児
（
者
）
に
手
当
を
給
付
す
る
制
度

で
す
。
手
当
を
受
給
す
る
に
は
所
得

制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恭
特
別
障
害
者
手
当

▼
対
象

在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
に

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

歳
以

20

上
の
人
（
社
会
福
祉
施
設
へ
入
所

中
の
人
や
病
院
な
ど
３
カ
月
以
上

入
院
し
て
い
る
人
は
除
く
）

▼
支
給
月
額

２
６
，
４
４
０
円

恭
障
害
児
福
祉
手
当

▼
対
象

在
宅
で
日
常
生
活
を
お
く

る
た
め
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る

歳
未
満
の
人
（
社
会
福
祉
施

20
設
へ
入
所
中
の
人
や
障
害
を
理
由

に
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
）

▼
支
給
月
額

１
４
，
３
８
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

在
宅
重
度
障
害
児（
者
）へ
の
手
当
の
給
付

介
護
予
防
事
業

歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
介
護

65
予
防
の
た
め
の
「
は
つ
ら
つ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
教

室
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
・
会
場

①
日
時

５
月

日
～
７
月

日
の

13

22

毎
週
水
曜
日
（
７
月
１
日
除
く
）

午
前
９
時

分
～

時

分

30

11

30

会
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
さ
か
け
の
里

（
笠
懸
町
鹿
３
０
３
３
倆
１
）

②
日
時

５
月

日
～
７
月

日
の

21

30

毎
週
木
曜
日
（
７
月
２
日
除
く
）

午
前
９
時

分
～

時

分

30

11

30

会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

※
①
と
②
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

▼
対
象

生
活
機
能
評
価
の
結
果
、

必
要
と
思
わ
れ
る

歳
以
上
の
人

65

▼
内
容

煙
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動

煙
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
く
食
事
を
し

て
い
く
た
め
の
口
腔
ケ
ア
の
方
法

煙
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
の
食
事

の
改
善
方
法

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
期
限

４
月
３
日
画

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
高
齢
課

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

１
８
４
５

(76)

「
は
つ
ら
つ
教
室
」の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
の
途
中
で
変
更
が
あ
っ
て
も
、
税

金
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
し
て
い
な
い
車
両
や
名
義
変

更
手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
い
車
両

な
ど
は
、
３
月
中
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
盗
難
や
紛
失
の

場
合
は
、
警
察
に
届
出
を
し
た
後
、

次
の
と
こ
ろ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
穐
以

下
の
バ
イ
ク
）
・
小
型
特
殊
自
動

車
…
税
務
課
市
民
税
係
（
笠
懸
庁

舎
）
緯

０
９
６
４

(76)

煙

(

二
輪
車

１
２
６
穐
以
上
の
オ
ー

)

ト
バ
イ

…
群
馬
運
輸
支
局

緯
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
２

１
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

煙
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
…
軽
自

動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務
所

緯
０
２
７
（
２
６
１
）
４
６
２
１

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
・
軽
自
転
車 ＳＰコード

（見本）
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恭
紙
お
む
つ
給
付
事
業

お
子
さ
ん
を
３
人
以
上
養
育
し
て

い
る
世
帯
に
、
市
指
定
の
店
舗
で
紙

お
む
つ
を
購
入
で
き
る
給
付
券
を
交

付
し
ま
す
。
該
当
者
は
申
込
期
間
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
給
付
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
後
日
ご
自

宅
に
給
付
券
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
人

○
同
一
世
帯
に
い
る

歳
以
下
（

18

18

歳
到
達
し
て
最
初
の
３
月

ま
で

31

の
間
）
の
児
童
を
３
人
以
上
養
育

し
て
い
る
こ
と
。

○
児
童
お
よ
び
保
護
者
が
、
平
成
21

年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
こ
と
。
外
国
人
に
つ
い
て

は
、
１
年
以
上
の
在
留
期
間
が
あ

り
、
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

○
対
象
児
童
の
保
護
者
に
市
民
税
・

保
育
園
保
育
料
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
。

▼
給
付
内
容

要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
、
１
カ
月
２
，
０
０
０
円

の
紙
お
む
つ
給
付
券
１
年
分
（
お

子
さ
ん
が
２
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
場
合
に
は
誕
生
日
の
属
す
る
月

分
ま
で
）
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

窓
口
で
所
定
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
・
捺
印
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

４
月

日
俄
～
６
月

日
峨

20

30

▼
受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

▼
申
請
書
配
付
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

煙
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
９
５

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

緯

１
８
４
７

(76)

第
３
子
の
子
育
て
支
援
を
実
施
し
ま
す

４
月
か
ら
実
施
す
る
紙
お
む
つ

給
付
事
業
に
、
市
指
定
の
取
扱
店

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
。

取
扱
店
の
指
定
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
開
始
日

３
月

日
俄

23

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
９
５

(76)

紙
お
む
つ
給
付
事
業

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

恭
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
交
付
事
業

《
新
規
》

▼
対
象
者

自
動
車
を
所
有
し
て
い

な
い

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

70

世
帯
で
、
所
得
税
非
課
税
の
世
帯

▼
利
用
券

年
間

枚
48

（
途
中
申
請
の
場
合
、
１
カ
月
４

枚
の
割
合
で
交
付
し
ま
す
）

恭
紙
お
む
つ
利
用
券
交
付
事
業

市
内
の
指
定
店
で
紙
お
む
つ
を
購

入
で
き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

歳
以
上
の
寝
た
き
り

65

お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
（
要
介
護

認
定
に
お
い
て
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
）
で
失
禁

状
態
に
あ
り
、
在
宅
で
６
カ
月
以

上
（
平
成

年

月
１
日
以
前
か

20

10

ら
）
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
人

▼
給
付
券

半
期
に
一
度
、
２
，
０

０
０
円
の
紙
お
む
つ
利
用
券
を
、

５
枚
交
付
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限

４
月
８
日
我

▼
取
扱
店

紙
お
む
つ
取
扱
店
の
指

定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
現
在
、
指
定
店
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

恭
理
容
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
事
業

▼
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る

歳
以
上
の
高

65

齢
者
で
、
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り

の
状
態
が
続
き
、
出
張
に
よ
る
理

容
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人

②
市
内
に
居
住
し
、
視
覚
や
下
肢
機

能
、
体
幹
機
能
に
障
害
を
持
つ
人

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
を
保
有
し
、
出
張
に
よ

る
理
容
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人

▼
交
付
内
容

理
容
サ
ー
ビ
ス
券
を

年
間
４
枚
交
付
し
ま
す
（
途
中
申

請
の
場
合
は
、
３
カ
月
に
１
枚
の

割
合
で
交
付
し
ま
す
）
。

【
共
通
項
目
】

▼
申
請
方
法

地
域
の
民
生
委
員
を

通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
民
生
委
員
の
氏
名
・
連
絡
先
な
ど

が
分
か
ら
な
い
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
４

(76)

煙
大
間
々
民
生
課
福
祉
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
８
４
６

(76)

煙
東
民
生
課
福
祉
係
（
東
庁
舎
）

緯

１
８
４
７

(76)

さくらもーるの１階インフォメーションに、市の各種観光

パンフレットを設置しました。パンフレットは市の総合ガイ

ドやみどり市ブランドのほか、各施設を詳しく紹介したもの

など多数ご用意しています。どなたでもご自由にお持ちにな

れますので、ぜひお出かけの際の参考にしてください。

▼問い合わせ先 観光政策課（大間々庁舎）緯(76)1270

さくらもーるで 観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう観光パンフレットをどうぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内
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▼
応
募
資
格

市
内
に
１
年
を
超
え
て
居
住
す

る
世
帯
の
人
で
、
次
の
茨
～
印

す
べ
て
に
該
当
す
る
人

茨
①
高
校
、
高
等
専
門
学
校
ま
た

は
高
校
課
程
の
専
修
学
校
の
在

（
進
）
学
者

②
大
学
ま
た
は
専
門
課
程
の
専

修
学
校
の
在
（
進
）
学
者

芋
学
力
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
体

強
健
な
人

鰯
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
支

出
が
困
難
な
世
帯
の
子
弟

允
出
身
学
校
長
ま
た
は
在
学
学
校

長
が
適
当
と
認
め
推
薦
し
た
人

で
ほ
か
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

な
い
人

印
保
護
者
、
本
人
（
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
）
に
税
金
の
滞
納
が
な

い
人

▼
貸
付
額

煙
応
募
資
格
①
の
該
当
者
…
月
額

１
万
円
（
年
額

万
円
）

12

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅

か
ら
の
通
学
者
…
月
額
２
万
円

（
年
額

万
円
）

24

煙
応
募
資
格
②
の
該
当
者
で
自
宅

以
外
か
ら
の
通
学
者
…
月
額
３

万
円
（
年
額

万
円
）

36

▼
貸
付
期
間

在
学
す
る
学
校
の

正
規
の
修
学
期
間
内
（
休
学
期
間

中
は
貸
付
が
停
止
）

▼
貸
付
方
法

５
月
と

月
の
年
２

10

回
に
分
け
て
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

▼
返
済
方
法

学
校
卒
業
後
１
年
間

は
据
え
置
き
、
貸
付
し
た
年
数
と

同
期
間
で
返
済
。

▼
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
類
に

記
入
の
上
、
指
定
さ
れ
た
証
書
類

を
そ
ろ
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

３
月
２
日
か
ら
受
付
中
（
３
月
31

日
峨
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

▼
受
付
場
所

教
育
総
務
課
（
大
間
々
庁
舎
２
階

１
番
窓
口
）

※
申
請
書
類
は
２
月
２
日
か
ら
教
育

総
務
課
・
笠
懸
公
民
館
・
東
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
d
o
r
i
.

g
u
n
m
a
.
j
p
/

▼
選
考
結
果

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

奨奨奨学金学金のの申請を受け付けていま申請を受け付けていますす
高校生、大学生などで奨学金の借り入れを希望する人へ

市
で
は
、
高
校
や
大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
人
、

ま
た
今
年
の
春
に
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
原
則
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

●問い合わせ先 教育総務課（大間々庁舎）緯(76)9844●

平
成

年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

21

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１

４
，
６
６
０
円
で
す
。

平
成

年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

21

納
付
書
は
、
４
月
初
め
に
社
会
保
険

庁
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案

内
書
」
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
と
割
引
に
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
現
金
納
付

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
「
国
民
年
金

保
険
料
納
付
案
内
書
」
に
付
い
て
い

る
「
前
納
の
納
付
書
」
を
使
用
し
て

納
付
書
の
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
現
金
で
前
納
す
る
と
、

１
年
分
で
３
，
６
９
０
円
、
６
カ
月

分
で
１
，
０
０
０
円
が
、
同
じ
月
数

の
保
険
料
を
毎
月
納
付
し
た
場
合
と

比
べ
て
割
引
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
な
ど
の
理
由
で
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
厚
生
年
金
の
加
入

月
の
前
月
ま
で
納
付
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
の
で
、
加
入
月
以
降

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
・
３
月
分
の
保
険
料
納
期
限

○
２
月
分
は
、
３
月

日
で
す
。

31

○
３
月
分
は
、
４
月

日
で
す
。

30

納
付
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

中
に
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
、
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
、
減
額
さ
れ
た

り
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
未
納
の
期
間
中
の
事
故
に

よ
る
負
傷
や
病
気
な
ど
に
よ
る
障
害

で
は
、
将
来
障
害
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
一
家
の
支
え
て
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の

「
早
割
」
が
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務

所
国
民
年
金
課

緯

２
３
１
２

(44)

国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金
のののののののののの
おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

平
成

年
度
の
保
険
料
は

20

～
納
付
は
お
済
み
で
す
か
～

４
月
中
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
現
金
納
付
は

～
平
成

年
度
の
年
金
保
険
料
～

21

前
納
が
お
得
で
す
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期日 ３月14日（土）～ 19日（木）

イベント ３月15日（日） 有料席入場ゲスト限定大抽選会（予定）

賞品：地上デジタルテレビ、ＤＶＤプレイヤーなど

★★開催期間中ご利用いただける入場ご優待券がページ下にあります★開催期間中ご利用いただける入場ご優待券がページ下にあります★★

捌法律により、競艇の主催者(事業主)は地方自治体（市町村）
に限定され、地方財政の改善を図ることが主な目的に
掲げられています。

捌桐生競艇の売上金の一部は市財政へ繰り入れられ、
教育、福祉、産業などの財源になっています。

捌財政貢献とは別に、雇用・取引・個人消費など
周辺地域経済効果が生み出され、
地域活性化にも貢献しています。

からのお知らせ

問い合わせ先

桐生競艇場（代表）

周辺地域の財政と活性化に貢献しています

水上のエキサイティングエンターテイメントです

※詳細は桐生競艇場のホームページなどで確認ください

捌舟券の購入は20歳から（学生も20歳以上であれば購入できます）。

捌競艇は６艇のボートでゴールを競う競技で、
予想する舟券の種類は全部で７種類あります。

捌レーススタート前のかけひき、水面上でのそう快なターン、
スピードなど見どころがたくさんあります。

～みどり市発足３周年記念市議会議長杯を開催 ～

《舟券の種類》
単 勝 １着の艇を当てる
複 勝 ２着までに入る１艇を当てる
２連複 １、２着の艇を当てる
２連単 １、２着の艇を順番通り当てる
３連複 １、２、３の艇を当てる
３連単 １、２、３着の艇を順番通り当てる
拡連複 １、２、３着までの２艇を当てる

緯（76）2411

平成21年度ナイターレース

４月４日開幕鎧
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★
雑
誌
を
お
譲
り
し
ま
す

保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
玄
関

ホ
ー
ル
に
出
し
て
お
き
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
お
一

人
３
点
ま
で
）
。

▼
期
日

４
月
１
日
我

★
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

▼
期
日
・
内
容
（
上
映
時
間
）

煙
３
月

日
臥

子
ど
も
向
け

14

「
こ
ろ
わ
ん
Ⅴ
」
（

分
）

25

煙
３
月

日
臥

一
般
向
け

28

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
暮
ら
し
」

（

分
）

20

▼
時
間

午
後
２
時
～
（
共
通
）

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

※
映
画
会
や
会
議
、
講
習
会
な
ど
で

来
館
さ
れ
る
人
は
、
コ
ノ
ド
ン
ト

館
、
な
が
め
公
園
、
は
ね
た
き
橋

の
各
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
特
集
コ
ー
ナ
ー

《
図
書
》
煙
入
園
、
入
学
煙
列
車
の

旅
煙
花
紀
行

《
視
聴
覚
資
料
》
煙
旅
立
つ
人
へ
贈

る
煙
列
車
の
旅
煙
青
春
シ
リ
ー
ズ

★
読
み
聞
か
せ

◎
わ
ら
べ
の
会

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

★
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

▼
期
日

３
月

日
峨
～
４
月
２
日
牙

31

▼
時
間

午
後
２
時
～
（
共
通
）

▼
会
場

２
階

視
聴
覚
室

▼
内
容

館
内
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
特
集
コ
ー
ナ
ー

煙
カ
タ
ク
リ
さ
く
ら
ま
つ
り
煙
ひ

な
祭
り
煙
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
応
援

煙
引
越
し
が
決
ま
っ
た
ら

★
読
み
聞
か
せ

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

３
月

日
牙

午
後
３
時
～

12

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

★
そ
の
ほ
か
の
予
定

◎
図
書
館
名
画
座

３
月
８
日
蚊
・
４
月

日
蚊

12

午
後
２
時
～

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

３
月

日
臥

午
後
２
時
～

21

◎
笠
老
連
映
画
会

４
月
３
日
画

午
後
１
時

分
～

30

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、
３
月

日
20

（
金
・
祝
）
・

日
画

27

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

笠
懸
図
書
館

赤
ち
ゃ
ん
の
４
カ
月
検
診
の
際

に
配
付
さ
れ
た
引
換
券
を
図
書
館

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

引
き
換
え
は
生
後

カ
月
ま

10

で
で
す
の
で
お
早
目
に
。

▼
日
時

《
笠
懸
図
書
館
》

３
月

日
峨
、
４
月

日
臥

24

11

《
大
間
々
図
書
館
》
３
月

日
牙

12

▼
時
間

午
前

時
～(

)

共
通

10

▼
持
ち
物

絵
本
引
換
券
、

母
子
健
康
手
帳

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
トト

大
間
々
図
書
館

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
◆

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
絵

本
を
と
お
し
て
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者
が
ふ
れ
あ
う
事
業
で

昨
年
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
乳
幼
児
期
か
ら
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
は
、
親
子
の

絆
を
深
め
る
た
め
に
と
て
も

大
切
で
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
引
き
換
え
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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期間 ３月20日(金・祝)～４月19日(日)

会場 企画展示室

岩宿博物館では、市内の小中学校や幼稚園・保育

園に対して体験学習を中心とした学習支援を行って

います。体験学習では、児童・生徒や園児たちによ

る、世界に一つしかない石器や土器などのすてきな

作品ができました。

これらの作品や学習の成果を春休み期間中を中心

に展示公開します。市内の小学生や園児たちが、博

物館で何を学び、考え、そしてどんな“岩宿人”に

なったか、ぜひご覧ください。

総合学習展示 『岩宿人になろう』

博物館友の会の人たちが中心となり、恒例の「岩

宿ムラ祭り」を開催します。再現した古代人の生活

に、ご家族や友だちとチャレンジしてみませんか。

恭日時 ３月29日蚊

午前10時～午後２時

【小雨決行】

恭会場 岩宿博物館東側

岩宿人の広場

恭主な催し物 石器作り、ま

が玉作り、古代米の餅つ

き、弓矢、ヤリ投げ、火起

こし、土器･土鈴・土笛の

焼き上げ、古代の売店ほか

岩宿ムラ祭り

弓弓矢矢 火起こ火起こしし

まが玉作まが玉作りり

石器作石器作りり

緯(76)1701 思(76)1703
E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/

第61回企画展

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽汽車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららら電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ「汽車ポッポから電車へ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

●問い合わせ先 大間々博物館 緯(73)4123
●ホームページ
http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/

みどり市には、ＪＲ（両毛線）・東武鉄道・上毛電鉄・

わたらせ渓谷鐵道（旧足尾線）の４つの線路が走り、合わ

せて10カ所の駅があります。中でも昨年、国の登録有形文

化財に登録された上神梅駅など、市内に７つの駅がある

「わ鐵」は、平成元年のスタートから今年で20年という節

目を迎えました。そこで当館では、わたらせ渓谷鐵道開業

20周年を記念して、“昭和の旅と鉄道”をテーマにした企

画展を開催します。

今回の企画展では、鉄道のあゆみと時代とともに変化し

た旅の移り変わりを、市内に残されていた資料を中心に紹

介します。近年、省エネルギーや地球温暖化が世界的な問

題になっていますが、この機会に環境に優しい鉄道への関

心を深めていただけることを願っています。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物大間々博物館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 （（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ココココココココココココココココココココココココココココココココココノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館（コノドント館）））））））））））））））））））））））））））））））））））

〈開催期間〉３月20日(金・祝)～５月17日(日)

足尾線で活躍した

Ｃ12蒸気機関車

上神梅駅

わたらせ渓谷鐵道

開業時の列車に付

けたヘッドマーク

～昭和の旅と鉄道(1)～
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俯

東
町
の
石
造
物
（
小
夜
戸
の
石
造
五
重
塔
・
宝
篋
印
塔
・
防
空
監
視

ほ
う
ぎ
ょ
う

哨
跡
）
俯

し
ょ
う
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ど
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ど
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り

2009年（平成21年） 3月号 （18）

●
小
夜
戸
の
石
造

五
重
塔

（
市
指
定
重
要
文

化
財
…
昭
和

年
58

３
月

日
指
定
）

23
小
夜
戸
の
石
造

五
重
塔
は
、
大
畑

～
鹿
生
地
区
間
の

旧
道
沿
い
に
立
っ

て
い
ま
す
。
地
元

の
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
近
く
の
寺
の
境

内
に
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
廃
寺
に
な
っ
た
後
、

散
在
し
て
い
た
も
の
を
現
在
の
場
所
に
立
て
直
し
た

の
だ
そ
う
で
す
。
塔
の
頂
部
に
あ
た
る
相
輪
の
一
部

を
欠
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
保
存
状
況
は
良

好
で
す
。

下
か
ら
１
層
目
に
は
、
造
立
年
代
を
示
す
元
禄
４

（
１
６
９
１
）
年
の
文
字
と
造
立
目
的
を
示
す
「
奉

為
念
仏
供
養
」
の
文
字
が
確
認
で
き
ま
す
。
２
層
目

は
「
石
殿
」
形
式
を
と
り
、
内
部
に
は
合
唱
し
た
阿あ

弥
陀
如
来
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
層
目
に
は
月

み

だ

と
日
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
本
来
仏

教
の
供
養
塔
と
し
て
建
て
ら
れ
た
多
層
塔
が
、
実
際

に
は
庚
申
塔
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

●
宝
篋
印
塔

（
市
指
定
重
要
文
化
財
…
平
成

年

月

日
指
定
）

14

11

20

宝
篋
印
塔
は
、
元
は
宝
篋
印
心
咒
経
を
収
め
た
こ

ほ
う
ぎ
ょ
う
い
ん
し
ん
じ
ゅ
き
ょ
う

と
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
石
塔
で
、
こ
の
塔
に

礼
拝
供
養
を
す
れ
ば
、
罪
が
消
え
、
生
き
て
い
る
間

は
災
害
か
ら
免
れ
、
死
後
は
必
ず
極
楽
へ
生
ま
れ
変

わ
る
と
い
う
功
徳
が
説
か
れ
た
も
の
で
、
中
世
以
降

盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
は
密
教
系
で
あ
っ
た

も
の
が
、
や
が
て
宗
派
を
問
わ
ず
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

花
輪
町
荻
原
に
あ
る
宝
篋
印
塔
は
、
文
化
４
（
１

８
０
７
）
年
、
善
雄
寺
参
道
に
第

世
～

世
の
住

22

24

職
が
発
願
主
と
な
り
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
は

ほ

つ

が

ん

し

ゅ

4.5

ｍ
あ
り
、
２
段
の
塔
身
の
上
段
に
は
塔
の
で
き
た
由

来
と
発
願
主
、
下
段
に
は
奉
安
置
に
際
し
て
読
経
さ

れ
た
経
文
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
防
空
監
視
哨
跡

（
市
指
定
史
跡
…
平
成
７
年

月

日
指
定
）

12

26

戦
時
色
が
濃
く
な
り
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和

（
１
９
３
７
）
年
ご
ろ
か
ら
、
全
国
に
防
空
監
視

12哨
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
監
視
哨
は
見
晴
ら
し
の
よ

い
場
所
に
築
か
れ
、
監
視
設
備
と
し
て
屋
根
の
つ
い

た
地
下
式
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
円
筒
も
し
く
は
多
角

形
筒
に
よ
る
簡
易
聴
音
機
と
、
双
眼
鏡
を
用
い
ら

れ
、
こ
れ
に
班
員
の
詰
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。花

輪
の
中
野
地
区
の
防
空
監
視
哨

は
、
昭
和

年
ご
ろ
造
ら
れ
、

人
が

15

36

５
班
に
分
か
れ
、
１
班

時
間
態
勢
で

24

警
戒
に
当
た
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

中
野
に
は
円
筒
形
の
聴
音
壕
が
造
ら

ご

う

れ
、
壕
は
音
を
集
め
や
す
く
す
る
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
二
重
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。
終
戦
に
伴
い
監
視
哨
は
そ

の
役
目
を
終
え
、
現
在
は
聴
音
壕
の
み

残
っ
て
い
ま
す
が
、
二
度
と
悲
惨
な
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
戦
後

年
50

を
記
念
し
て
市
の
指
定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
文
化
財
係
緯

１
９
３
３

(76)
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◎休館日 毎週月曜日

第24回子どものためのコンサート

日時 ３月15日(日)午後２時開演

親子で気軽に楽しめるコンサートです。小さなお子さ

ま連れの方も大歓迎外 心躍る打楽器のリズムと美しい

メロディーをお楽しみください。

●料金 全席自由 500円（３歳未満ひざ上無料）

●予定曲目 ★JJJ2nd〈6→4/8〉

★ハロー、マイフレンド

★チャルダッシュ ほか

打楽器集団 男群コンサート

ᚸႆ٥ɶڤ

東京混声合唱団桐生特別演奏会

桐生市民合唱団（大川）緯(22)4163

入場料一般3,000円/学生(小・中・高)2,000円

３/29(日)

午後４時

日時 ３月22日(日)

午後６時開演

全国各地で大好評の、

小椋佳さんによるソング

(歌)＆トーク(談)ショー

をお楽しみください。

●料金 全席指定

前売/当日4,500円

※未就学児は入場でき

ません。

ᚸႆ٥ɶڤ

小椋佳 歌談の会

◆
◆
な
が
め
余
興
場

イ
ベ
ン
ト
情
報
◆
◆

問
い
合
わ
せ
先

末
木
新
聞
舗

緯

１
４
１
７

(72)

期
日

４
月

日
蚊

26

開
演

午
後
１
時

分
30

木
戸
銭

全
席
自
由
１
，
０
０
０
円

出
演

三
遊
亭
竜
楽
、
入
船
亭
扇
辰
、

柳
家
紫
文
、
三
遊
亭
き
つ
つ
き

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が
め
黒
子
の
会

緯

１
１
９
５

(73)

※
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
問

い
合
わ
せ
は
、
な
が
め
余
興
場
緯

１
９
６
８
で
も
受
け
付
け
て
い

(72)ま
す
。

「
北
川
大
介
歌
謡
シ
ョ
ー
」

期
日

３
月

日
蚊

15

開
演

午
後
５
時

入
場
料

２
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
商
工
朝
市

会

緯

６
６
１
１

(73)

期
日

３
月

日
臥

21

開
演

午
後
６
時

分
30

木
戸
銭

全
席
自
由
３
，
０
０
０
円

出
演

桂
文
珍
、
春
風
亭
昇
太
、
三

遊
亭
竜
楽

■
な
が
め
亭

花
見
寄
席

■
大
間
々
商
工
朝
市
会

周
年
記
念
講
演

20
■
朝
日「
さ
わ
や
か
寄
席
」

まちかど特派員にご応募ください。

■活動内容

煙市内の行事や催しなどの情報を提供

煙広報紙に関する意見や要望などの提出

■応募資格

市内に１年以上引き続いて住所を有する20歳以上

の人で、市の広報・広聴活動に関心をお持ちの人

■活動期間 １年間

■謝礼 2,000円程度の図書カード

■応募期限 ３月31日峨 午後５時15分（必着）

■応募方法 住所、氏名、年齢、電話番号を明記し

ご応募ください。応募の様式は問いません。

■申し込み・問い合わせ先

秘書課広報広聴係（笠懸庁舎）緯(76)0957

《郵送／持参》衣379崖2395

みどり市笠懸町鹿2952 みどり市市長公室秘書課

《ファクス》(76)2449

《Ｅメール》hisyo@city.midori.gunma.jp

まちかど特派員を募集します

(19) 広報みどり 呉36



2009年（平成21年） 3月号 (20)

恭
３
月
中
に
、
対
象
者
全
員
に

【
日
程
表
・
受
診
シ
ー
ル
】
を

郵
送
し
ま
す
。

平
成

年
度
に
実
施
す
る
各
種
検

21

（
健
）
診
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。
年
度
中
に
実
施
す
る
す
べ
て
の

検
診
に
つ
い
て
一
括
し
て
送
付
し
ま

す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
か
ら
受
診
票
に
代
わ
り
、

20
受
診
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
診
票
は
会
場
で
お
配
り
し
、
そ
の

場
で
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
検

（
健
）
診
を
受
け
る
際
は
受
診
シ
ー

ル
を
は
が
さ
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

恭
特
定
健
診
に
つ
い
て

基
本
健
康
診
査
は
保
険
者
に
よ
る

健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
に
変
わ
っ

た
た
め
、
市
が
行
う
特
定
健
診
の
対

象
者
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み

と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
中

に
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

採
便
容
器
を
配
付
し
ま
す
。
対
象

者
は
忘
れ
ず
に
、
受
診
シ
ー
ル
を
お

持
ち
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
当
日
は
採
便
容
器
の
配
付
と
検
査

方
法
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

○
負
担
金
５
０
０
円
（

歳
以
上

40

70

歳
未
満
）
は
容
器
配
付
日
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

○
容
器
配
付
後
の
負
担
金
の
返
却
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
採
便
容
器
の
配
付
と
回
収
は
代
理

の
人
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

恭
春
の
ポ
リ
オ
（
小
児
マ
ヒ
）

集
団
予
防
接
種

生
後
３
カ
月
か
ら

カ
月
未
満
ま

90

で
の
間
に
、

日
以
上
の
間
隔
を
空

41

け
て
２
回
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

15

持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
予
診
票

※
当
日
の
朝
は
体
温
を
測
っ
て
予
診

票
の
記
入
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
会
場
で
も
体
温
を
測

り
ま
す
。
ま
た
、
『
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
』
を
よ
く
読
ん
で

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

恭
４
月
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｇ
が

個
別
接
種
に
な
り
ま
す

対
象
者
に
は
訪
問
時
に
予
診
票
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
生
後
３
カ
月
を

過
ぎ
、
６
カ
月
に
な
る
ま
で
に
１

回
、
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

○
個
別
予
防
接
種
は
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
接
種
料

金
が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
接
種
期
間
内
に
早
め
に
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
３
月
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接
種
の
人
へ
】

次
の
対
象
者
で
、
３
月

日
我
の

11

Ｂ
Ｃ
Ｇ
集
団
接
種
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

平
成

年
９
月

日
～

20

12

月

日
生
ま
れ
の
人

12

11

各
種
検
（
健
）
診
・
予
防
接
種
・

健
康
相
談
な
ど
、
年
間
の
保
健
事
業

な
ど
の
日
程
を
示
し
た
「
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
全
世
帯
に
配
付
し
ま

す
。
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
毎
月
の
広
報
や
個

別
に
送
付
す
る
通
知
な
ど
で
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度

21

各
種
検（
健
）診
に
つ
い
て

会場受付時間対象区容器配付日地区

大間々保健センター
午後１時～３時30分１～６区４月２日(木)

大間々

地区
午前９時～11時30分７～12区４月３日(金)
午前９時～11時30分13～17区４月９日(木)

笠懸保健センター

午前９時～11時30分１～３区
４月３日(金)

笠懸

地区

午後１時～３時30分４～６区
午前９時～11時30分７・８区４月６日(月)

※ 午後１時～３時30分９・10区
神戸生活改善センター午前９時30分～11時30分４区

４月１日(水)
東地区

沢入会館午後１時～２時30分５区

東保健センター
午前９時30分～11時30分１・２区

４月２日(木)
午後１時～３時30分３区

【大腸がん検診容器配付日】

※おわびと訂正

検診対象者全員へ郵送される、

検診受診シールに同封された

「各種検診（健診）日程と受け

方」の用紙で大腸がん検診容器

配付日程に誤りがあります。

おわびして訂正いたします。

誤 ４月６日(火)

正 ４月６日(月)

大腸がん
検診容器

４
・
５
月
の
乳
幼
児
予
防
接
種

４
月
の
大
腸
が
ん
検
診
を

忘
れ
ず
に

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を

３
月
中
に
配
付
し
ま
す

会
場

日
程

笠
懸
保
健

セ
ン
タ
ー

４
／

我
15

４
／

画
17

４
／

我
22

大
間
々
保
健

セ
ン
タ
ー

５
／

牙
14

５
／

画
15

５
／

我
20
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煙
二
種
混
合

煙
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）

接
種
期
限

３
月

日
峨

31

接
種
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
接
種
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
早
め
に
お
手
元
の

予
診
票
と
母
子
手
帳
を
持
参
の
上
、

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。
予
診
票
が
な
い
場
合
は

保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
し
ま
す
。

○
平
成

年
度
の
対
象
者
に
は
…

21

４
月
以
降
に
実
施
通
知
を
配
布
す

る
予
定
で
す
。
通
知
が
届
い
た
ら

早
め
に
接
種
を
お
受
け
く
だ
さ

い
。

※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
母
子

手
帳
で
接
種
記
録
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

助
成
事
業
に
は
、
群
馬
県
と
市
そ

れ
ぞ
れ
に
制
度
が
あ
り
ま
す
。
特
定

不
妊
治
療
を
行
う
予
定
の
人
は
、
県

事
業
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
ま
た

は
顕
微
授
精
）
を
行
う
人
を
対
象

に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療
法

体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精

助
成
の
要
件

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
人

煙
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
特
定

不
妊
治
療
を
受
け
た
人

煙
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
特

定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
に
よ
っ

て
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か

ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に

診
断
さ
れ
た
夫
婦

煙
県
内
に
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
い
ず

れ
か
一
方
が
居
住
し
て
い
る

煙
夫
婦
の
前
年
所
得
（
１
月
か
ら
５

月
ま
で
に
申
請
す
る
場
合
は
、

前
々
年
の
所
得
）
の
合
計
額
が
７

３
０
万
円
未
満

県
内
指
定
医
療
機
関

《
前
橋
市
》
神
岡
産
婦
人
科
医
院
、

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
横

田
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル

《
高
崎
市
》
セ
キ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
高
崎
ア
ー
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
上
条
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク

《
太
田
市
》
と
き
ざ
わ
レ
デ
ィ
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク

《
藤
岡
市
》
光
病
院

《
富
岡
市
》
公
立
富
岡
総
合
病
院

助
成
内
容

煙
治
療
１
回
に
つ
き
限
度
額

万
円

10

煙
申
請
は
１
カ
年
度
（
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月

日
ま
で
）
に
つ
き

31

２
回
ま
で
申
請
で
き
、
通
算
５
年

間
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
期
限

原
則
と
し
て
治
療
が
終

了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日

（
３
月

日
）

31

申
請
手
続
・
問
い
合
わ
せ
先

申
請
書
類
や
添
付
書
類
を
事
前
に

桐
生
保
健
福
祉
事
務
所
（
桐
生
市

相
生
町
２
倆
３
５
１
・
緯

４
１

(53)

３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

み
ど
り
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
費

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

医
師
が
認
め
た
、
医
療

保
険
診
療
お
よ
び
医
療
保
険
適
用

外
の
不
妊
治
療
（
申
請
に
係
る
文

書
作
成
料
な
ど
は
助
成
対
象
外
）

助
成
の
要
件

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
人

煙
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫
婦

煙
申
請
の
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に

住
所
を
有
す
る

煙
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

煙
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

が
な
い

医
療
機
関
の
指
定

な
し

助
成
内
容

煙
助
成
額
は
、
当
該
年
度
内
の
不
妊

治
療
に
要
す
る
負
担
額
の
２
分
の

１
と
し
、
上
限
は
年
額

万
円

10

煙
申
請
は
１
年
度
に
つ
き
１
回
と
し

通
算
３
回
ま
で

申
請
期
間

年
度
に
治
療
を
実
施

20

し
た
も
の
は
、
平
成

年
３
月

21

31

日
ま
で

申
請
に
必
要
な
書
類

煙
み
ど
り
市
不
妊
治
療
費
助
成
金
交

付
申
請
書

煙
み
ど
り
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

医
療
機
関
受
診
証
明
書

煙
不
妊
治
療
費
の
領
収
書
（
原
本
）

煙
医
療
保
険
証
の
写
し
（
本
人
と
配

偶
者
の
保
険
証
が
別
々
の
場
合
は

本
人
用
と
配
偶
者
用
の
両
方
が
必

要
で
す
）

書
類
配
付
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

各
保
健
セ
ン
タ
ー

予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

東保健
センター

大間々保健
センター

笠懸保健
センター

健康相談
（成人）

３/16俄４/１我４/８我期 日

午前９時30分～11時受 付

保健師相談、

栄養士相談
保健師相談、栄養士相談、
歯科衛生士相談

保健師相談内 容

ぴよぴよ広場わんぱく広場乳幼児相談

大間々保健
センター

東保健
センター

笠懸保健
センター

会 場

３/25我
４/６俄・20俄

４/６俄
３/18我
４/15我

期 日

午前９時30分～11時受 付

１歳半くらい
までの乳幼児

１歳半～３歳
くらいまでの幼児

対 象

身体計測、育児相談、
栄養相談、歯科相談、
母乳相談(要予約)
※言葉の相談は
３/25・４/20のみ
（要予約）

「親子で
遊ぼう」

参加は
先着15人まで

身体計測、
育児相談、
栄養相談、
歯科相談、
遊びの広場、
母乳相談
(要予約)

内 容

育児相談のほか、赤ちゃんを遊ばせながら、お母さん同士の交流も

できます。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ
（
３
・
４
月
の
日
程
）

不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す
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群
馬
県
警
察
官

恭
警
察
官
Ａ

（
男
性
・
女
性
・
武
道
指
導
）

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日

54

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を
除

く
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
人
事

委
員
会
が
認
め
る
学
校
を
卒
業
あ

る
い
は
平
成

年
３
月

日
ま
で

22

31

に
卒
業
見
込
み
の
人

※
武
道
指
導
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ

か
柔
剣
道
３
段
以
上
お
よ
び
関
東

大
会
へ
の
出
場
経
験
な
ど
が
必
要

恭
警
察
官
Ａ
（
男
性
）

特
別
採
用
試
験

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日

54

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
短
大
を
除

く
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
人
事

委
員
会
が
認
め
る
学
校
を
卒
業
あ

る
い
は
平
成

年
９
月

日
ま
で

21

30

に
卒
業
見
込
み
の
人
で
、

年
21

10

月
１
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人

【
共
通
】

▼
出
願
方
法

所
定
の
出
願
用
紙

※
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
g
u
n
m
a
.
l
g

（

.

j
p

）
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

▼
受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
付
場
所

県
行
政
事
務
所
、
県
内
警
察
署
・

交
番
・
駐
在
所
、
県
警
察
本
部
、

県
人
事
委
員
会
事
務
局

な
ど

▼
出
願
期
間

３
月

日
俄
～
４
月
３
日
画

16

※
電
子
申
請
の
場
合
は
４
月
２
日
牙

ま
で

◎
試
験
に
関
す
る
情
報
は
、
県
職
員

採
用
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a

（

.

j
p
/
s
a
i
y
o
u
/

）
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

▼
日
程

煙
第
１
次
試
験

《
試
験
日
》
５
月

日
蚊

10

《
合
格
発
表
》
６
月
４
日
牙

煙
第
２
次
試
験

《
試
験
日
》
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬

《
合
格
発
表
》
８
月
６
日
牙

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
県
人
事
委
員
会
事
務
局

緯
０
２
７
（
２
２
６
）
２
７
４
５

胃
０
２
７
（
２
２
１
）
６
２
４
７

煙
大
間
々
警
察
署

緯

０
１
１
０

(72)

煙
桐
生
警
察
署

緯

０
１
１
０

(43)

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

恭
第

回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道

22
札
幌
２
０
０
９
参
加
選
手

全
国
健
康
福
祉
祭

北
海
道
・
札

幌
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海

道
・
札
幌
２
０
０
９
）
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間

９
月
５
日
臥
～
８
日
峨

▼
参
加
資
格

昭
和

年
４
月
１
日

25

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
大
会
参
加

に
支
障
が
な
い
健
康
な
人

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所

煙
市
町
村
高
齢
福
祉
担
当
課

煙
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

煙
県
保
健
福
祉
事
務
所

煙
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

な
ど

▼
申
込
期
限

４
月

日
牙
必
着

30

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

（
前
橋
市
新
前
橋
町

倆

県

13

12

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
５
階
）

緯
０
２
７
（
２
５
５
）
６
５
１
１

恭
平
成

年
度
訓
練
生

21

４
月
か
ら
の
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
科
目

パ
ソ
コ
ン
科

煙
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

《
内
容
》
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た
文
書

作
成
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
方
法
な
ど

《
期
間
》
４
月
～
８
月
末
ま
で
（
週

２
回

火
・
木
曜
日
、
全

回
）

36

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
40

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
４
６
，
０
０
０
円

煙
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス

《
内
容
》
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
の
仕
方
、

利
用
方
法

《
期
間
》
４
月
～
６
月
末
ま
で
（
週

２
回

水
・
金
曜
日
、
全

回
）

15

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
15

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
２
４
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限

４
月
８
日
我

※
こ
の
ほ
か
パ
ソ
コ
ン
科
で
は
、
ア

ク
セ
ス
応
用
・
エ
ク
セ
ル
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
、
年
間
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ス
を
予
定

み
ど
り
地
区

高
等
職
業
訓
練
校
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し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１
（
午
後
１
時
以
降
）

(73)

煙
市
役
所
商
工
振
興
課

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

わ
鐵
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
は
、
３
月
29

日
に
開
業

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今

20

年
の
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ
は
特
に
力
を

入
れ
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）
。

▼
日
時

３
月

日
臥
・

日
蚊

28

29

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
会
場

大
間
々
駅

※
列
車
で
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す

▼
内
容

【
開
業

周
年
記
念
式
典
】

20
日

午
前

時
～

28

10

煙
ふ
る
さ
と
駅
長
委
嘱
式

煙
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

煙
タ
ブ
レ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ー

枕
木
１
０
０
本
贈
呈
式

ほ
か

【
鉄
道
模
型
運
転
】

・

日

午
前

時
～

28

29

10

「
わ
鐵
名
所
百
選
大
レ
イ
ア
ウ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
受
付
も
行
い

ま
す
。

【
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
運
転
】

・

日

午
前

時
～

28

29

10

【
機
関
車
体
験
乗
車
】

乗
車
記
念
証
付
き
で
す
。

・

日

28

29

午
前

時
～

時
、
午
後
１
時
～

10

11

３
時

【
鉄
道
グ
ッ
ズ
販
売
】

日

午
前

時

分
～

28

11

30

日

午
前

時
～

29

10

【
模
擬
店
】

・

日

午
前

時

28

29

10

～
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

◎
お
子
さ
ん
向
け
の
店
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
㈱

緯

２
１
１
０

(73)

法
務
教
官
採
用
試
験

人
事
院
・
法
務
省
で
は
、
少
年
院

お
よ
び
少
年
鑑
別
所
の
職
員
と
し
て

非
行
少
年
の
処
遇
な
ど
に
携
わ
る

「
法
務
教
官
」
の
採
用
試
験
受
験
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日

55

～
同

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

63

（
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
の
生
ま
れ

で
も
、
短
大
な
ど
の
卒
業
見
込
み

者
は
受
験
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

▼
第
１
次
試
験

《
期
日
》
６
月

日
蚊

14

《
内
容
》
筆
記
試
験

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
上
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
す
る
場
合
（
受
付

土
・
日

曜
日
除
く
平
日

午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

▼
申
し
込
み
先

法
務
省
東
京
矯
正

管
区
職
員
課
（
衣
３
３
０
倆
９
７

２
３

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
２
倆
１

さ
い
た
ま
新

都
心
合
同
庁
舎
２
号
館

階
）

13

▼
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日
我
～

日
峨

14

▼
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
東
京
矯
正
管
区
職
員
課

緯
０
４
８
（
６
０
０
）
１
５
０
０

煙
赤
城
少
年
院
庶
務
課

緯
０
２
７
（
２
８
３
）
２
０
２
０

県
営
住
宅
入
居
者

▼
募
集
団
地

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
入
居
資
格

現
在
住
宅
に
困
っ
て

い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住

宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

▼
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
・
申

込
期
間

４
月
１
日
我
～

日
我

15

▼
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
土
木
事
務

所
、
市
役
所
・
町
村
役
場

▼
入
居
者
の
選
定

入
居
者
は
公
開

抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
一
部
の
住
宅
（
前
橋

萱
野
団

地
、
高
崎

城
山
団
地
、
桐
生

城
ノ
岡
団
地
、
太
田

鳥
山
団

地
）
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社

衣
３
７
１
倆
０
０
２
５

前
橋
市
紅
雲
町
１
倆
７
倆
12

（
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
）

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

胃
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

前
橋
地
方
裁
判
所

恭
裁
判
員
裁
判
の
審
理
に
つ
い
て

裁
判
員
裁
判
の
法
廷
で
行
わ
れ
る

審
理
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．冒
頭
手
続

《
起
訴
状
朗
読
》
ま
ず
、
裁
判
長
が

被
告
人
の
氏
名
な
ど
を
確
認
（
人

定
質
問
）
し
、
検
察
官
が
起
訴
状

を
朗
読
し
ま
す
。

《
罪
状
認
否
》
次
に
、
裁
判
長
が
、
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被
告
人
に
話
し
た
く
な
い
こ
と
は

話
さ
な
く
て
い
い
こ
と
な
ど
を
説

明
（
黙
秘
権
な
ど
の
告
知
）
し
、

被
告
人
・
弁
護
人
が
起
訴
状
に
書

か
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
言
い

分
を
述
べ
ま
す
。

２
．証
拠
調
べ
手
続

《
検
察
官
・
弁
護
人
の
冒
頭
陳
述
》

ま
ず
、
検
察
官
が
証
拠
に
よ
っ
て

証
明
し
よ
う
と
す
る
具
体
的
な
事

実
関
係
を
主
張
し
ま
す
。

《
証
拠
の
取
調
べ
》
次
に
、
事
件
に

関
係
す
る
証
拠
物
や
証
拠
書
類
、

証
人
を
取
り
調
べ
ま
す
。
被
告
人

か
ら
も
話
を
聞
き
ま
す
。

３
．弁
論
手
続

《
論
告
・
求
刑
》
検
察
官
が
事
件
に

つ
い
て
の
意
見
と
、
被
告
人
に
与

え
る
べ
き
と
考
え
る
刑
を
述
べ
ま

す
。

《
弁
論
・
最
終
陳
述
》
最
後
に
、
弁

護
人
や
被
告
人
が
事
件
に
つ
い
て

の
意
見
を
述
べ
ま
す
。

※
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
情
報
は
、

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
b
a
n
i
n

（

.

c
o
u
r
t
s
.
g
o
.
j
p
/

）
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

恭
刑
事
手
続
に
お
け
る

被
害
者
の
た
め
の
新
た
な
制
度

裁
判
所
に
お
け
る
刑
事
手
続
で

は
、
犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た

人
な
ど
に
配
慮
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成

年

月
１
日
か
ら
新
た

20

12

に
被
害
者
参
加
制
度
、
被
害
者
参
加

人
の
た
め
の
国
選
弁
護
制
度
お
よ
び

損
害
賠
償
命
令
制
度
と
い
う
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

※
こ
れ
ら
の
新
た
な
制
度
を
含
む
被

害
者
の
た
め
の
諸
制
度
に
つ
い
て

は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

煙
裁
判
所
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
保

護
施
策

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
u
r
t
s
.
g
o
.
j
p
/

a
b
o
u
t
/
h
o
g
o
s
i
s
a
k
u
/

煙
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
犯
罪
に
よ
っ
て

被
害
を
受
け
た
方
へ
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
o
u
r
t
s
.
g
o
.
j
p
/

a
b
o
u
t
/
p
a
m
p
h
l
e
t
/
p
d
f
/

h
a
n
z
a
i
_
h
i
g
a
i
.
p
d
f

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

緯
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

（
内
線
５
１
２
）

社
会
福
祉
協
議
会

恭
笠
懸
老
人
憩
の
家

カ
ラ
オ
ケ
大
会

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

３
月

日
俄

23

午
前
９
時

分
～
正
午

30

▼
場
所

笠
懸
老
人
憩
の
家

広
間

▼
参
加
資
格

市
内
在
住
で

歳
以
上
の
人

60

▼
参
加
費

１
０
０
円

▼
定
員

人
30

▼
申
込
締
切
日

３
月

日
俄

16

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

笠
懸
老
人
憩
の
家
緯

５
０
６
４

(76)

恭
子
育
て
サ
ロ
ン

春
休
み
期
間
中
は
休
館
し
ま
す

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
小
学
校
の
春

休
み
期
間
中
は
児
童
が
終
日
使
用
す

る
の
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
休
館
期
間

３
月

日
峨
～
４
月

日
画

24

10

※
４
月

日
俄
か
ら
平
常
ど
お
り
ご

13

利
用
に
な
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
親
老
児
童
館

緯

６
０
４
６

(76)

煙
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
（
笠
懸
）

緯

４
１
１
１

(76)

恭
４
月
の
介
護
予
防
教
室

歳
以
上
の
会
場
ま
で
来
ら
れ
る

65
人
が
対
象
で
す
。

○
笠
懸
地
区
《
元
気
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
３
区
（
わ
か
ば
サ
ロ
ン
）

４
月
１
日
我

煙
７
区
（
バ
ン
ビ
サ
ロ
ン
）

４
月
７
日
峨

煙
４
区
（
竹
の
子
サ
ロ
ン
）

４
月
８
日
我

煙
１
区
（
つ
く
し
サ
ロ
ン
）

４
月

日
画

10

煙
５
区
（
か
た
く
り
サ
ロ
ン
）

４
月

日
峨

14

煙
２
区
（
赤
城
サ
ロ
ン
）

４
月

日
画

24

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

（
受
付

午
前
９
時

分
～
）

30

▼
場
所

各
行
政
区
公
民
館

▼
参
加
費

１
０
０
円

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

本
所
（
笠
懸
）
緯

４
１
１
１

(76)

○
大
間
々
地
区
《
い
き
い
き
教
室
》

▼
開
催
場
所
・
期
日

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

４
月

日
画

17

▼
時
間

午
前

時
～

時

分

10

11

30

▼
参
加
費

内
容
に
よ
り
実
費
徴
収

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
間
々
支
所

緯

４
０
５
４

(72)

○
東
地
区
《
遊
ビ
リ
サ
ロ
ン
》

▼
開
催
日

煙
沢
入

４
月

日
我

15

煙
花
輪
１
区

４
月

日
画

17

煙
草
木

４
月

日
俄

20

煙
花
輪
３
区

４
月

日
画

24

煙
小
夜
戸

４
月

日
俄

27

▼
時
間

午
前

時
～
正
午

10

▼
場
所

各
集
会
所
ま
た
は
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

１
５
０
円

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

東
支
所

緯

２
８
２
８

(97)

群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談

恭
受
付
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

県
で
開
設
し
て
い
る
「
群
馬
こ
ど

も
救
急
相
談
」
の
相
談
受
付
時
間

が
、
２
月
か
ら
午
前
０
時
ま
で
延
長

に
な
り
ま
し
た
。

▼
相
談
事
業
の
概
要

こ
の
電
話
相
談
は
、
病
気
の
診

断
・
治
療
を
目
的
と
す
る
も
の
で

は
な
く
、
保
護
者
の
判
断
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

《
対
象
者
》

歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者

15
《
相
談
体
制
》

保
健
師
・
看
護
師
な
ど
専
門
の
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

▼
相
談
受
付
日
時

煙
月
～
土
曜
日

午
後
７
時
～
午
前
０
時

煙
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

午
前
９
時
～
午
前
０
時

▼
電
話
番
号

♯
８
０
０
０
（
短
縮
番
号
）

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国

恭
児
童
会
館
ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

煙
シ
ャ
ー
プ
な
輝
き
を
増
し
た

リ
ア
ル
で
美
し
い
満
天
の
星
空

煙
ド
ー
ム
全
体
に
投
影
さ
れ
る

大
迫
力
の
高
画
質
デ
ジ
タ
ル
映
像

煙
星
空
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
映
像
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

番
組

県
内
初
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
駆
使

し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
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▼
一
般
公
開
日
時

３
月

日
臥

21

午
後
１
時
の
上
映
番
組
か
ら

▼
定
員

各
番
組
１
８
２
人

▼
問
い
あ
わ
せ
先

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児
童
会
館

緯
０
２
７
６

０
０
５
５

(25)

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

恭
恩
給
欠
格
者
、
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
方
へ

国
で
は
、
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者

や
、
戦
後
に
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強

制
抑
留
さ
れ
た
人
、
終
戦
に
伴
い
日

本
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
て
き
た

人
な
ど
、
「
ご
本
人
」
に
あ
ら
た
め

て
慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総

理
大
臣
の
『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
過
去
に
内
閣
総
理
大

臣
の
書
状
な
ど
を
受
け
た
人
、
書
状

な
ど
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
人
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
資
格
要
件
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
限

３
月

日
峨

31

▼
請
求
書
配
置
場
所

煙
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

緯
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

（
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時

分
15

～
午
後
５
時

分

祝
日
除
く
）

15

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
e
i
w
a
.
g
o
.
j
p

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

▼
日
時
・
会
場

【
講
義
】
各
コ
ー
ス
３
回

（
す
べ
て
前
橋
会
場
で
実
施
）

○
基
本
コ
ー
ス

５
月

日
、
６
月

16

日
、
８
月

日

20

22

○
応
用
コ
ー
ス

５
月

日
、
８
月

16

１
日
、

月

日

10

24

○
実
践
コ
ー
ス

５
月

日
、
７
月

16

日
、
９
月

日

11

12

各
回
土
曜
日

午
後
１
時

分
～

30

３
時

分
（
基
本
コ
ー
ス
５
月

30

16

日
の
み
午
前

時

分
～
午
後
０

10

30

時

分
）

30

【
実
技
】

○
基
本
コ
ー
ス

回
30

煙
太
田
会
場

５
月

日
～

月

19

12

22

日
の
毎
回
火
曜
日

（
９
月

日
、

月
３
日
除
く
）

22

11

午
前

時

分
～
午
後
０
時

分

10

30

30

煙
前
橋
会
場

５
月

日
～

月

20

12

16

日
の
毎
回
水
曜
日
（
９
月

日
除

23

く
）
午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

煙
前
橋
会
場

５
月

日
～

月

21

12

17

日
の
毎
回
木
曜
日
（
８
月

日
除

13

く
）
午
後
６
時

分
～
８
時

分

45

45

※
受
講
者
数
に
よ
り
会
場
が
減
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
応
用
コ
ー
ス

回
20

煙
太
田
会
場

５
月

日
～

月
６

19

10

日
の
毎
回
火
曜
日
（
９
月

日
除

22

く
）
午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

煙
前
橋
会
場

５
月

日
～

月
７

20

10

日
の
毎
回
水
曜
日
（
９
月

日
除

23

く
）
午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

煙
前
橋
会
場

５
月

日
～

月
８

21

10

日
の
毎
回
木
曜
日
（
８
月

日
除

13

く
）
午
後
６
時

分
～
８
時

分

45

45

※
受
講
者
数
に
よ
り
会
場
が
減
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
実
践
コ
ー
ス

回
15

前
橋
会
場

５
月

日
～
９
月
３

21

日
の
毎
回
木
曜
日
（
８
月

日
除

13

く
）
午
後
６
時

分
～
８
時

分

45

45

※
前
橋
会
場
…
群
馬
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

※
太
田
会
場
…
太
田
市
生
品
行
政
セ

ン
タ
ー
（
太
田
市
新
田
村
田
町
）

▼
対
象
者

県
内
居
住
の
手
話
通
訳

者
全
国
統
一
試
験
お
よ
び
群
馬
県

聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

を
受
験
す
る
意
思
が
あ
り
、
全
日

程
出
席
で
き
る
次
に
該
当
す
る
者

○
基
本
コ
ー
ス

各
市
町
村
で
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
な
ど
を
修
了

し
、
手
話
で
日
常
会
話
が
可
能
な

者
（
選
考
に
よ
り
決
定
す
る
）

○
応
用
コ
ー
ス

基
本
コ
ー
ス
修
了

者
、
各
市
手
話
通
訳
者
試
験
合
格
者

○
実
践
コ
ー
ス

応
用
コ
ー
ス
修
了
者

▼
定
員

各
コ
ー
ス
・
各
会
場

人
20

▼
受
講
料

無
料
（
要
教
材
費
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
・
受
講
コ
ー

ス
・
希
望
会
場
（
基
本
コ
ー
ス
と

応
用
コ
ー
ス
は
第
２
希
望
ま
で
）

を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

３
月

日
画
～

27

４
月
７
日
峨

必
着

煙
受
講
の
可
否
は
（
基
本
コ
ー
ス
受

講
申
込
者
は
４
月

日
峨
以
降
）

21

連
絡
し
ま
す
。
基
本
コ
ー
ス
は
４

月

日
峨
ま
で
に
連
絡
が
な
い
場

14
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

煙
各
市
手
話
通
訳
者
試
験
合
格
者
で

各
コ
ー
ス
の
講
義
の
受
講
希
望
者

は
「
○
○
市
手
話
通
訳
者
試
験
合

格
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
（
後

日
、
各
市
手
話
通
訳
者
試
験
合
格

を
証
明
す
る
登
録
証
な
ど
の
写
し

を
提
出
の
こ
と
）
。

煙
未
受
講
講
座
の
受
講
希
望
や
修
了

し
た
講
座
の
聴
講
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

手
話
通
訳

者
養
成
講
座
係

緯
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
３

胃
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
４

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

.

g
u
n
m
a
-
c
o
m
i
p
u
r
a
.
j
p
/

衣
３
７
１
倆
０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町

倆
13

12

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

３
階

桐生市通信

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環

で、桐生市からのお知らせを掲載しています。

桐生が岡動物園開園55周年

ぜひお出かけください

桐生が岡動物園が開園55周年を迎え、その記念

事業として、クモザル舎・リスザル舎をリニュー

アルし、女神像前広場に新たにヘリコプターを展

示します。一般公開は、３月15日(日) 午前11時開

催の式典後です。

また、桐生が岡遊園地でも、３月15日(日)・20日

(金・祝)・22日(日)に各種協賛イベントを行いますの

で、ぜひ皆さんお出かけください。

▼問い合わせ先 動物園管理事務所緯(22)4442、

遊園地管理事務所緯(22)7580
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笠懸の武井さん、世界らん展日本大賞2009で

美術工芸部門、最優秀賞を受賞
「世界らん展日本大賞2009」美術工芸審査部門で、

笠懸在住の武井日出雄さん（63）の作品「蘭の輝き」

が、最優秀賞を受賞しました。世界らん展日本大賞

2009は、20を超す地域から３千種類約10万株が集まっ

た世界最大規模のランのイベントです。武井さんは、

1994年に初出品で奨励賞を受賞すると、その後４回連続

で最優秀賞を受賞するなど、武井さんの技術は世界で高

く評価されています。

武井さんから「役所に来られる方に鑑賞していただ

けたら」とのご厚意により、笠懸庁舎ロビーに、関係

者の方々が搬入してくださいました。ぜひ一度ご覧く

ださい。

▼

最
優
秀
賞
に
輝
い
た「
蘭
の
輝
き

」

▼
作
品
と
武
井
さ
ん（
手
前
中
央
）

作品展示や舞台発表など盛り沢山

桐生・みどり地域文化フェスティバル
２月13日から15日までの３日間、桐生市・みどり市

文化協会連合会主催による「桐生・みどり地域文化

フェスティバル」が、笠懸公民館と笠懸野文化ホール

を会場に行われました。

両市の文化交流を図り広域圏の文化活動を促進する

事を目的に今年で３回目の開催。展示部門では、書

道、短歌、俳句など224点の作品が展示され、舞台部門

では、吹奏楽、八木節、コーラスなど10団体が舞台上

に立ち大きな拍手を浴びていました。ステージ終了後

には、両市の特産品が当たる抽選会のイベントが行わ

れ、大勢の来場者でにぎわいました。

▼

作
品
鑑
賞
の
合
間
に
一
腹

▼

舞
台
終
了
後
の
抽
選
会

▼

八
木
節
で
会
場
内
は
祭
り
気
分
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満員の会場から大声援

子ども音楽活動発表会

桐生みどり消防署竣工式

地域の安全は地域で守る

大間々７区で青色パトロール

区対抗親善ソフトバレーボール大会

ネットをはさんで交流

桐生大学・みどり市連携事業

女性の健康講座を開催

写真家、石内都さんを招き

本の森の講演会を開催

１月31日、ながめ余興場でみ

どり市生涯学習推進協議会（金

谷正男会長）と市教育委員会の

共催による、みどり市子ども音

楽発表会が行われ、市内の13団

体が参加。日ごろの練習の成果

を披露するたびに、会場から大

きな拍手が起こっていました。

２月２日、大間々７区防犯

防災協力会(小森谷恒男会長)

が青色回転灯装備車による、

地域防犯パトロールを始めま

した。青色パトロールは、市

内で５番目。今後は防犯パト

ロールなどを中心に地域の安

全を守っていきます。

２月７日、笠懸図書館で写

真家の石内都さんを招き、本

の森の講演会を行いました。

当日、「マザーズからひろし

まへ崖ふるさとで」をテーマ
に、撮影でのエピソードを交

えて、作品への熱い思いを

語っていただきました。

30歳から40歳代をターゲットに「心身ともにビュー

ティフルライフを目指して」というテーマを掲げて健

康講座を４回コースで実施しました。第１回は自分自

身の健康チェック、第２回は料理のコツや手抜きをし

ても一工夫するだけで味も見栄えもアップする方法、

第３回は癒しのエクササイズやアロママッサージなどを

実習し、ゆったりした時間を過ごすことができました。

最終日では心豊かにと題して暮らしの中の色のパワーを

学び、色には無言の力があることが説明されました。

今後も桐生大学の専門の先生方の協力を得て、皆さ

んの要望に応えられるような事業を計画していきます

のでご期待ください。

２月15日、第３回区対抗親善ソフトバレーボール大会

が、みどり市民体育館（桐生大学グリーンアリーナ）で

行われました。参加者たちは各ブロック(リーグ戦)の優

勝を競い合いながら、親睦と交流を深めました。大会結

果（成績）は次のとおりです。

煙Ａブロックの部 【優勝】笠懸８区【準優勝】大

間々13区【３位】笠懸６区

煙Ｂブロックの部 【優勝】笠懸９区【準優勝】大

間々西小地区【３位】笠懸５区

煙Ｃブロックの部 【優勝】笠懸３区【準優勝】笠

懸10区【３位】大間々中央小地区

煙決勝トーナメント(リーグ優勝チーム) 【優勝】
笠懸３区【準優勝】笠懸８区【３位】笠懸９区

１月30日、市内の防災拠点

となる桐生市消防本部・桐生

みどり消防署の竣工式が小雨

の降る中、約100人の関係者

の出席のもと行われました。

当日、式典・施設見学の後、

救助訓練が行われ、日ごろの

訓練の成果を披露しました。

地域の防災・救急活動の拠点
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私
の
父

大
間
々
東
中
学
校
３
年

本
多

泰
章
さ
ん

私
の
父
は
教
師
を
や
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
朝
早
く
か
ら
家
を

出
て
夜
遅
く
に
帰
宅
し
ま
す
。
休
み

の
日
も
出
勤
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
私
は
父
に
会
う
時
間

が
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
家
に

い
て
も
仕
事
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
、
話
し
か
け
ら
れ
な
い
、

ま
た
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
雰
囲
気
を
作
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
緒
に
作
業
を
し
て
い
る
と
き
や
、

家
族
で
食
事
な
ど
に
行
く
と
き
は
、

い
つ
も
面
白
い
事
を
言
い
、
人
を
笑

わ
せ
ま
す
。
時
々
「
こ
の
人
は
人
を

笑
わ
せ
る
こ
と
し
か
脳
が
な
い
の
で

は
？
」
と
考
え
て
し
ま
う
事
も
あ
り

ま
す
。
二
つ
の
面
を
持
っ
た
父
は
、

そ
の
場
そ
の
場
で
上
手
に
そ
れ
を
使

い
分
け
人
と
接
し
ま
す
。
本
人
は
、

「
そ
ん
な
こ
と
し
て
い
な
い
。
」
と

否
定
し
ま
す
が
、
私
の
目
に
は
そ
う

映
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
私
の
父
の
面

白
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
の
こ
と
で
す
。
私

は
手
術
の
た
め
、
入
院
し
て
い
ま
し

た
。
何
し
ろ
病
院
で
す
の
で
暇
な
時

間
が
あ
る
わ
け
で
す
。
な
の
で
、
私

は
自
分
の
好
き
な
『
数
学
』
の
雑
誌

を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
数
学
の

応
用
問
題
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
一

番
最
初
に
あ
っ
た
問
題
を
解
い
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
三

日
間
考
え
て
も
答
え
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
父

は
、
問
題
を
見
た
と
た
ん
に
、

「
あ
あ
、
こ
う
い
う
問
題
は
得
意
な

ん
だ
。
説
明
し
て
や
ろ
う
か
？
」

と
軽
々
と
言
い
、
五
分
も
た
た
な
い

う
ち
に
、
鮮
や
か
に
説
明
し
、
答
え

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
自
分
は

仕
事
で
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

る
ん
だ
。
」
と
嘯
い
た
よ
う
に
言
い

う
そ
ぶ

ま
し
た
。
そ
し
て
次
か
ら
次
へ
と
難

し
そ
う
な
問
題
を
簡
単
に
解
い
て
い

き
、
す
べ
て
の
問
題
が
数
時
間
し
な

い
う
ち
に
解
か
れ
、
私
は
ぽ
つ
り
と

「
ま
た
暇
に
な
っ
た
…
。
」
と
小
声

で
言
い
ま
し
た
。
そ
し

た
ら
父
が
、
「
紙
に
暇

と
い
う
字
を
書
い
て
消

せ
。
そ
れ
が
本
当
の
暇

つ
ぶ
し
だ
。
」
と
、
と

て
つ
も
な
く
真
面
目
な

顔
で
言
っ
た
の
で
、
私

は
思
わ
ず
病
院
の
中
で

爆
笑
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
別
の

二
面
を
一
気
に
見
せ
て

く
れ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

父
の
勤
め
て
い
る
学

校
の
文
化
祭
に
行
っ
た
と
き
、
「
本

多
先
生
に
任
せ
よ
う
」
又
、
「
本
多

先
生
な
ら
大
丈
夫
だ
」
と
い
っ
た
声

を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
初

め
て
、
父
が
周
り
の
人
に
ど
ん
な
風

に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
人
と
の
つ
き
あ
い
で
大

切
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
父
が
少
し
ず
つ
、
私

が
社
会
に
出
る
た
め
の
用
意
を
陰
で

や
っ
て
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
の
父
は
世
界
で
一
人
し
か
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
父
は
全

て
に
お
い
て
一
番
の
父
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
父
に
感
謝

し
ま
す
。
本
人
の
前
で
は
ま
だ
直
接

言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
必
ず
本
人
に
向
か
っ
て
言
い
た

い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
あ
り
が
と

う
」
。

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文

昨今の社会情勢の変化により、皆さんからの相談

内容は多岐にわたっています。さまざまな相談に対

応するため、これまで個別に行っていた心配ごと相

談、行政相談、人権相談を、４月から合同で相談に

応じることになりました。お気軽にご利用ください。

▼相談委員 民生委員・児童委員・行政相談委員・

人権擁護委員

※開設日や時間は変更する場合がありますので、お

問い合わせください。

※開設日は広報「無料相談」でご覧ください。

▼問い合わせ先

社会福祉協議会本所（笠懸）緯(76)4111

心配ごと相談・行政相談・人権相談
4月から合同で相談に応じます

開設時間開設日（変更
の場合あり）会場

午前９時～午後３時毎月５日、25日笠懸老人憩の家

午後１時～午後３時毎月15日厚生会館

午前10時～正午毎月10日東老人福祉センター

棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

4階(1)３ＫＡ棟10,200円～16,800円塩原下ノ台団地

4階(1)３ＤＫ12,000円～19,900円塩原上ノ台団地

4階(1)３ＤＫＢ棟12,100円～20，100円神梅第２団地

3階(1)4階(1)
３ＤＫ

Ｅ棟12,500円～20,700円
神梅第３団地

4階(1)Ｆ棟12,500円～20,700円

4階(1)
３ＤＫ

Ｂ棟12,100円～20，100円
浅原田中団地

2階(1)Ｅ棟12,100円～20,100円

1階(1)※１３ＬＤＫ41,000円高街道団地

(1)３Ｋ7,100円～11,700円中居団地

(1)３Ｋ9,100円～15,100円大平団地

市営住宅入居者の募集

申込締切 原則毎週金曜日（申込多数の場合抽選）

入居日 原則随時相談

※１ 高街道団地は、特定優良賃貸住宅の基準により認定月

額が200,000円以上の世帯が対象となります。認定月額

については市ホームページをご覧になるかお問い合わ

せください。

●申し込み・問い合わせ先

建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904



(29) 広報みどり 呉36

休 日 当 番 医

（76）6311内外整笠懸町東邦病院

３/15(日)
（47）1248児内織姫町おりひめ医院

（22）7043内児本町２五十嵐内科医院

（52）7939皮相生町２相生ひふ科医院

（44）8557内外肛境野町２さかいのクリニック

３/20(金)
（44）1125内児循消呼小曽根町星野クリニック

（53）8531産婦相生町２高橋産婦人科医院

（76）8840整内笠懸町笠木医院

（44）5066外整仲町２こんどう整形外科医院

３/22(日)
（52）0898内児相生町１金沢医院

（44）8919内新宿３小島内科医院

（74）8439内新里町星野醫院

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

３/29(日)
（53）6060内児広沢町１武井内科医院

（30）3660内菱町３日新病院

（53）9668眼相生町３池上眼科医院

（53）7711外内眼相生町５高木病院

４/５(日)
（44）3040児仲町２ひきた小児科クリニック

（44）3818内浜松町１細井内科医院

（72）1240内大間々町菅医院

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

４/12(日)
（44）7753内児東２雨宮内科医院

（53）3166内相生町１わたらせリバーサイドクリニック

（45）2828産婦浜松町１優和クリニック

(43)5374境野町６藤倉接骨院
３/15(日)

（73）6902大間々町なかじま接骨院

（44）5827境野町２周藤接骨院
３/20(金)

（55）1511相生町２みのる接骨院

（46）2038東７小林接骨院
３/22(日)

（73）7455大間々町馬場接骨院

（47）2204東１岩崎接骨院
３/29(日)

（43）4117仲町２中島接骨院仲町

（22）0743宮前町２野口接骨院
４/５(日)

（76）2036笠懸町奥沢接骨院

（52）4706広沢町４森接骨院
４/12(日)

（74）5938新里町ながや接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあります。確認してお出かけください。

休日当番接骨院

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

桐生保健福祉事務所の相談

会場 桐生保健福祉事務所［桐生市

相生町］緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 毎月第２金曜日

時間 午前10時～正午（要予約）

心配ごと相談・行政相談・人権相談

《心配ごと相談》

【社会福祉協議会笠懸本所緯(76)4111】

期日 ３月25日我・４月６日俄

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【社会福祉協議会大間々支所緯(72)4054】

期日 ★３月16日俄・★４月15日我

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【社会福祉協議会東支所緯(97)2828】

期日 ３月10日峨・４月10日画

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《行政相談・人権相談》

【社会福祉協議会笠懸本所緯(76)4111】

期日 ４月６日俄

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【社会福祉協議会大間々支所緯(72)4054】

期日 ４月15日我

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【社会福祉協議会東支所緯(97)2828】

期日 ４月10日画

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

料無 相 談
桐生市の法律相談（弁護士相談）

【市民相談室（桐生市役所２階）】

期日 ３月19日牙・26日牙、４月２

日牙・９日牙・16日牙

時間 午前10時～正午（４月２日・

16日は午後１時～３時を追加）

会場 桐生市役所市民相談室

［緯(46)1111（内線355）］

定員 １日あたり７人（４月２日・

16日は14人）

予約 相談を希望する週の月曜日の

午前９時から、専用電話緯(22)2424

で先着順に受け付けます。
消費者相談

期日 毎週月～金曜日（祝日・年末

年始を除く）

時間 午前９時～正午

午後１時～４時

会場 消費生活センター（大間々庁

舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は、事前にご連絡くださ

い。

子どもたちに関する教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

（保護者向け）

高齢者相談
社会福祉協議会笠懸本所緯(76)4111

期日 毎月第３水曜日

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

※心配ごと相談・行政相談・人権相談

は４月から合同で行います。

→28ページ下欄をご覧ください。
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